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主要記事

欧有林經螢の合理化…．．…･･･…･……･･･……．．････…大崎六郎（1）
（第2回懸賞論文入趨乍品〕

學術曾議・一年有半のうごき"……．．…･･･…･…･原 田 泰（6）
′× ×

瑞西の新しい架空線集材法について．.………･･･…･加藤誠平（9）

（ウイツセシ式集材法の解説） ’’
二セアカシヤ硬賞種子の發芽豫培と

鳳雪灘灘蝋臘謬鯛基置鴛濡蒙悪壼脇
× ×

特用樹栽培の朕況と促進施策について…．．････…･･･片山 佐叉（18）

特剛職蛎産策についてあれこれ･……･……－．．……･白井癒榮(22）
× ×

抄録・磯城開發未だし･･……………･･･…．．……・・野 同 一（24）
質疑腫答……･･･…･…………･………･“･･･………………．．……．（25）
アメリカ便り（第3信）･…･･･……………．.…-…･長井英照(25）

× ×

鱗識蕊･緑化促遜について……………佐藤鰯太郎(26）
× ×

關西支部細則・曾務報告・後記
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鳥蕊藤島信太郎著改薯新刊

慧韓箪繍艤瀞蕊
杉諏赫とし確上2章科I等鷺蓄三襄襄献寺鵜艤籠童今

綜鵜躍杉 獅&雛
似680凰・塗料35側の鰯究 寅

際
理
論

’ 京大教授佐藤鰯太郎博士盈修下記36氏分播執筆
i 序言･總設．．…･佐瀧綱太郎杉素材の性質…….加藤正育
I杉林の分布……岡本省吾杉の製材と乾燥小倉武夫
杉の主達池･…･高橘鼎三杉の改良材製隻..､堀岡邦典

i苗木の外部形質･･･外'刈三郎杉の用途…．…….貴島恒夫
，杉の品種..…．岡本省吾杉の規鯛と彼格.､大島卓司

杉の開花箔澄"･_1･脚弘一郎杉の需給.……….小瀧武夫

杉林天然更斬・･佐藤彌太郎杉の伐木と迩材…工藤昇一
」杉の鎧林史･…･松島良雄杉と通園蜜…..､而河英太郎
杉の育苗裳･……山崎次男杉の名木……"山本吉之助
杉挿穏の貯蔵”菊'職次郎妖肥の杉林業山.….丙規矩
杉の造林と撫育…柴H信男魚梁瀬の杉林.､中馬．杉村
杉林の間伐法・･寺崎康正愛媛の杉林業.….､杉本肇
杉林と其環滝・･柴田信男智頭の杉林業…､岸本潤
杉の水分生理･岡崎文彬北山の杉林錐..….寵本勝
杉休の保護……四手'綱英天緬の杉紳業.….､中村信之

： 杉の收礎と生長･･･大隅眞一那須の杉林業.….､高野三郎
’杉材の解剖性質･･尾中文彦秋田の杉林業.､三宅。寺崎
同機械約性質･･中村一北海道の杉林業..,櫛田徳一
同化學的性賀…木下貞次吉野の杉林業･ ､ ､松島良雄

＝－，句＝一■ ロマコ b～一一一一ﾛ

|慧鰯駕鞭噌駕鑑蹴欝潔
編をO遥林の基礎一林木の生育と立地一地理的分布及森林
の構成迭林的特性○種苗及新生林の鐙成一通林樹荷の選

定一種子一苗木一林地植付一疫生苗以外の植樹造林一禰甑
遥嫌一竹類避林○林木の撫育及村地の養謹一手入れ一墜切
及除伐一間伐一枝打○森林の更新一作業各説噌伐･傘伐・

鐸伐｡嬬休・中林・竹林の各作業)等に亙り最新の理論達

|塾に活用するやうに詳述す。
－

前帝室林野局技師山内俊枝著増訂改讓

寶廟這撚學謀認篇瀧臘鰯鞠間
水雷は北海道の鑑林を主とし、其韮礎智識よりエゾマツ．

トドマツの種子、苗圃、人工遥林､＃蛾、天然更新、撫育

保護一野鼠及病虫害等に大別し、著者1ﾄ年間の臘醗に蕊き
賞際迩林上最善の敷裟を蕊げる氏｡うにzド易に詳述す。

’|
以上論文記述杓でなく,平易な講溌艫に詳述さ既た杉
のモノグラフであると共に,一般林學にも共通智識で
あるから林業の學者,技術家,常業家の必備大著です。窓霧 發克裏蜜潔鵬瀦
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篁鵜}共著林學講義票6鯛
三榊士箸林業實験と實智革2淵
徳川博士著露隣造林技術の史的研究革2鯛
内田博士著實用撫測量法ギ調
宇野博士著竹材･の性質と其利用〒共70画

篝出雲之助著議椎茸培養法￥鯛
同 箸食用菌麓類と其培養票3調

伏谷博士著砂防工學原論￥2鯛
鈴木憾士著火 災 學〒共565園

森博士箸自然科學概論〒共'40個

大谷博士著天氣豫報(随想）〒共'50副

北島博圭著椎茸･ナメコ榎茸の人工栽培法
〒共185園

４
６ 農學博士吉田正男箸

改訂理論森林經理學潔茎8畳
(内容）著者は巌密なる方法論的見地に立ち現在吾人の
有する森休經理の本質を深く掘り下げて域討吟味し叉殊に
所謂法正林思想の賞縫を直旗し更に進んで森林經理をぱ現
賓的合理的なる基礎の上に打ち建て以って常面する問題を
打開せんと試承た（最新刊）

吉璃博士著林債算法及較利學苓2鶏

中村博士著育林學原論亭3鶏

中村博士箸造林學随想葉2鶏

中村博士著揮偽作業論'\'淵
佐藤敬二著遥林學原論近刊

島田慨著林政學概要￥3鶏
島田博士箸アメソカ林業發展史宇共170画

島田博士箸林業筋記及收盆評定論〒共235図
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來たのも鴬然である。明治中期以後におけ愚共同收猛の回I國有林存在意義の確認

復。私企業への移管・第一次大戦頃までの町村交付などの

世論が、議會にも反映していた事質は．その間の事購を明

らかに物語ってい患。昭和に入って間もなく、麺&農山村

の鰭乏が鱒えられ･るや再び國有獄開放論とも態って反響

し‘その結嘉として｡いわゆる罰有称地元施設の成立を見
た。今次大戦の敗北が‘わが園の政治的。經濟的諸構勢に

大鍵革をもたらすに至って、三たび．醗有林は、嚴絡な批

判の前に置か孔んとしているが.むしろ営然の歸結とも言
えよう。

國有線が云盈される場合には時と場所とにか上わらず、

α〕經瞥の不成績.、2).國家財政の逼迫､ (3､官吏の暴戻

という三黙に蕊約されることが多い。現在のわ辨國有林

に開しても、これらについて、再徴討されねばならない。

私臓、國有林の存在意義蓬認めればこそ、經誉内容に分祈

を加えて、合理化への方途を見出そうとするものであるp

今日の世界には、大きな二つの思潮が渦雀いている。だ

が、ソ蓮を中心とする土地献會化と、英・米・佛I電通りつ

上ある産業劉誉化とは、「森林國有」という概念において

は、あたかも、『世界は一つ」かに見たるpしかし。それ

故に、國有林が．軍に．時代鯰脚光を浴びてのみ．漫然と

は立ち気かな‘藻の理由も､震はこLにあ患かとも,思わ
狂るの這ある。

、經瞥における常面の課題

林業の經瞥には相競合する要求が．幾つも:、同時的に
出され患という雛に困難がある。しかしながら、それを克

服し得るのば、國荷林形態において、最も期篠され為と:こ
ろが大き‘いということから、これが肯定されもずる･認に

"fLた如く、國富林は蕊公選的乃至は國策豹意義を極機し、

更に輩た、その執こ、疎悪林及び表利用林を、少からず包

含してし,る・けれども、經菅である以上賛本を維持し、
利潤を産慨しつ上蓮誉するの原貝に立たねばならない｡従

つ蓮、計謹と寵行とが常に有機約に一樺化している必要が

ある。私懲．現在霞での國有林經管に鐙して、次の三熱か

ら．いさ一生か糺倒を加えて遮よう。

（1）植伐不均衡への反省

伐撮跡地への鎧林懲、林業經誉④鐵則である。紳政との

II經饗における欝面の課題

（1）植伐不均衡への反省

(2)特別會計制度の確立

（3）業務分錯ぺの罰鯵I

In經瞥合理化への方途

I 國有林存在意義の確認

國有紘開教諭は、津の東西を問わず、既に幾たびか擬頭

した｡かのｱ〆ム･スミ蕊の經蕊思想の影響を愛けたドイ
ツの場合や、昭和初期における農業恐慌に刺職さ紅たわが

函の場合など、その例として蕊げ得られよう。しかしなが
ら、‘いかなる場合にあっても、國有称が、その本來の性絡

を歪曲さ恥ずにある限り、か典溶議論の生まれる理由ほな

いはずである。今日に至って、またまた「國有林經誉の合

理化は、いかにすべきや」の課題がとり上げら熱るとうれ

ば、そのこと自体に，蓮誉を通じて、何かしら不合理なも

噂を見出すからであろう。私淑敢えて、國有林の存在意
義を確認する挺蕊を、霞ずか上げた所以である。

國有林は、（1）長期經誉という意味において．（2）木材

需給の謡蕊に適渤-る鮎に塩いて、‘3塾國士保髪。模範的經

誉･國家財政への敷読におい筵、その意義の深いことを私

電認める。≦と侭いえ、元来．わが國鯵鰯煮林朧、その謹生

において､穂川時代の封建的大土地領有制を‘明溌政府の

廣大な菱配灌へと、翻り換えたことに始童っていそ。篭時

としては、閥において、腐敗した封毒織度を或る程度破壊

して、新らしい費本主義戯會を釘ち職て、外に對してば謹

力な統一國家の形成によって､先進藷外國の侵略に對抗し

』tうとした朗治政府の衝必然的溌疎策溌ら率たもので診る。

それだからこそ､一般農民叉ほ謹業蓑本家が、自由:にこれ

を經管出来るとL､う方策をとらずに、猫'参観有方針を押し

進珍たと見ることも可能だと思われる。

官鐸腫分を起黙として，林腫署制の制建・國有林野法

の公布｡國有林野特別經瞥事業の如き整騰時代を經て、な

るほど、一膳朧保績經鴬の段階に寵這到達はしたが，そ燕

は．ドイツ林學諭人の裏付け腱よって．「合理的厳も･のだ

として、観念されて来たに外ならない。従って地元民ほ、

特に、湧有疎の運誉に對して:，冷嚴雄態度溌持ちつ壁けて
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大崎：國有林經瞥の合理化
－

－－ 一 一

I霊蕊な讓底の一つが、林力の保綴に茜》bとすれぼ、林野荒

溌の一途を辿る現段階においては、轍面する最大の問題と

して、解決に努むぺきことは言う輩でもない。さればこそ

その策彊が、いわゆる遥林5ヶ年計･蜜であり、緊急鑑林措

置法案でも為った。

Lかしながら．現状においての經濟事構の不喪定と．山

赫蘇有･開拓政策に對寸･る不滿とは､掻伐｡濫伐に拍車を

かけるの承にて・繼林は、停沌状態とならざるを得ない皇

即ち。遥橡5ケ年計整は、昭和22年度末における鎧林未

濟地理5萬町歩(國有獄25蔑町歩･民有林120蔑町歩）

への對薙として、翌23年度以降5ケ年間に解洪すぺく、

磁發したものではあったが。その第1年度の迩林成織すら

計謹と催程遠いものでしかなかったことは，周知の通りで

ある。しかるにもか上わらず、經濟安定本部が、新たに、

綜合的な經濟復興計霊を樹てるや，たちまち、既定骨髄を

愛更し、昭和24年度から28年度に至る新5ケ年罰護に

改あた。これがその通り資行されふば、捌間の維了とよも

に、國有林69,蕊4000町歩・民有林168萬9000町歩･詞238

萬3000町歩の鎧林が行われることにな鶏。しかし、この成

果を收めるには、僅良種苗の確保が先決問題であって、林

業種苗蛍が､現在の如く死文化されていて、果してこれが

期待出來るかどうか，はなはだ疑わしい。主してや‘現在

の民有秣に、この5ケ年計謎を押しつけてみても、一方的

机上プランに総りはしなぃかの懸念を抱かざるを得ない。

たとえ、造林補助金｡捲林資金等の施錐が、より以上に弧

力な裏付けとなる見遥しがあるにしても、絶對的に經濟法

則の上に立つ民有林が、5ヶ年の過程において、この資綴

をあげるとは思われない。それを知ってか．考磁されたの

が、緊急鎧林措置法案であった。ところが、これほ、森林

所有者に、從來の造林不振の賛任をか出自せ、その猿牲にお

いて、遥林促進を期そうとするものL如く、考えられる節

がないでもない。ようやく、今次の國會に提出される運び

にな？たようではあるが．森林所有者の疫態把握に、現磁

性のない限り、いかなる法の名文も．活用されないことを

思うべきであるウ。

わが風の造林政策ば、従来．除りにも、民有林に重黙が

置かれた。國有林は．かの$翻り經螢事業の痩施以來‘御料

林と相並んで、施業案に塞ぐものとしての主鎧性が､確立

されていた。ために、植伐の不均衡についても、圃有林の

承をとりあげて、それが問題化されたことばなかった。今

こ上に．大正11年からの変繊を調べ･てみよう。

この表で明らかなことは，國有林は、ほとんどつねに、

過伐の遜績であったということである。圃有林臓、なるほ

ど、御斜林のような燭立挫は許されなかったにもせよ、そ

れで、植伐の不均衡も輩た．そのまL容認されるものだと

の理由に織ならない。國有林が、山岳林分叉は未利用林分
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1－基ニュー塁六七八允宣二三

を多く包砿し､その維樹こおいてば.國鑛的魁絡を加味せ

ざるを得ないことは．勿論で侭あるが.謹登經濟の原則た

る植伐均衡は．絶射的前提條件でなければならない。

遥林對策は、治山治水政策の根砥でもあって、いわ聯る

筒年の大計として確立し、それを着々と蜜行すべぎもので

ある。それがまず、國有林においてなされているという現

磁が、國有林存張り意義であり，民有林啓蒙への要件でも

ある。遼林計謹が、緊急なものだとして、短期卸二，天文

學的に簸定され，しかも，民有林へも同時的に且つ干渉的

になされるところに問題がある。名古屋誉林局では．昨年

度から“管内瞥林鵜の「造林責任謡剛」を確定したと報じ

られる。これは．よい鎧林地をつくることの責任を感じ、

鐙林事業に關係ある職員の責任の所在を朗らがにし､鑑林

技術及び"暁の向上にも責任をもつという。餘りにも遅す

ぎたの感を深くする。

このように。國有妹は、それ自篭が画植伐湧衡の經誉原

則壷守らずに、現在に至った。今や．國家財政窮乏の情勢

下にあるとしても、そのもつ政治力と技術力とは、楠伐均

衡の軌道に乘り得る可能性が．國有称Q場合なればこそ考

えられもする。經誉合理化への第一歩健．まずこの鞠こあ

ると、私は思う。

（2）特別會計制度の確立

國有林が、公益の保存‘倒民の霜利増進を旨として謹誉

されるべきものであることは、言う童でもないが、それと

同時に．その丙部においては．經涛公企業として、經濟的

でなければならないことも蓑た急堂然である。特別會計制

度の必要が、犠局者の間に唱えられてから久しかったが，

ようやく、昭和22年度より、賓現されることムなった。

〕一
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「曾計は、過去の誤りなき栽学艫であり、現在の鮫くぺか

らざる指瀞者であり、しかも葦た､將來の信讃すべき忠告

者でもある｡｣とは、シエヤーの言であるが．わずか3年足

らずにして、期待された糊I曾計制度に對するとかくの批

判が生議れつ上あることは、はな侭瀧遺憾になえない。

例えば、昭和24年度においては、前年度の98億mよ

り上廻つた130惚圓という一鵬の枠が定まった鴫の上、收

支相償う均衡識算として編成す患段階になると、いかに増

收の途を誰じても、この線まで、收入を引上げて行くこと

が出来ず、結局、107億圓程度に抑えざるを得なかったわ

けである。

歳入 10,624,6鋤錘1圓

内鐸木竹榔下代 2,189,530,000圓

林野加工品 7,647b791,00g
その他 78Z329,411圓

歳・網 10,703,590,0“園

内鐸人件事務費 3,390,045』00咽

事業費 7,313,545,000圓

さて特別曾誹棚産そのもの上分析に入ると、現在、問題

とされている主な務ととは、

〔1〉一般曾計と同溌な懲算制鐵§とられているため、

半身不随的であること。

（2）公共企業魁として、濁立探算制を確立するために

は、經瞥内容に樋討を要すること。

であろう。

第一の雛については､営局者が､特別會言蹴度の現蛮を

完分に検討した上で､切りかえなかったことに原因がある。

総別會計制度だとて､｢或る程度は、恒常的な軌翻生をもっ

ているのであるから、選算による行動の拘束は.かえって。

官吏の賊饗性の限界を定める論輝零いて」の利黙もあり、

I讓騨なき限り、何事もなし得ず、鍵算ある限り、不要の

こともなし得るのであって、むしろなさねばならぬo｣とい

5峡職もある。國観*經誉のみが‘その特異性を畷謝して、

曾計科目掬互の流用を唱え、四半期毎の麦挑制を否定する

のであったならば、それは､｢淵善」のそしりを受けはしな

し､だろうか。特別曾計制度が、劃一的議會藻算思想と大砿

省中央集擢財政主舞との鉄購のあること催、今におい･亡始
まったことでは愈い。またそれが､國有林經瞥のみに、特

に指摘されるもので侭なく、多少の差こそあれ、全ての勘

合に考慮される。法制の枠丙庭おいて、蓮誉の萬全を期し

つ上，他産業部門との連繋に鱈いて、大蔵省営局や國曾へ

の．弧力な働きかけをなすべきであろう。しかし賭の前に

國有林經替の公共的乃至は國策鮪關蓮という理由に隠れて

の放縦化が、指猟され.渦占資本との結びつきによる經醤

の腐敗化が非難され｡〔いる事實を寸まず思うべきであろう。

最涯におけ為輪溌特別衡計は、國民の荊に、大きな審悪と

して暴露された。迩代統制謹演の一つの典型として意蕊が

あるとか．そ狂が國有林事案との關係獄ないとかいう議論

の裏に、官僚暦への鋭い批到があり、私も震た、その『濁

善性」を感ずるが故に、かような主張をせざるを得ない。

第二の識については、圃有林經誉自髄の問題として、営

然の課題であろう。持別曾計制をとる以上は、そ恥が、赤

字經理であってはならない。多少なりとも、一般會計へ繰

り入れの出來るほどになりたい。しかしそれも、圃有林事

業の安定を第一義とすべきであって、言いかえれば、景領

捷勤にそなえ得るだけのものを、内に貯えての上のもので

なければならない。そｵLがためには、まづ林野の再整備を

行い，不要存置縁は公有林に郷下げるなどの方法lこよつ・で

企業形態に。合理姓を持たせたいという論がある。童た、

治水事業・保湊林管理．試識研究に開する經弼灘一段曾

計に切りかえるべきであるとの主張がある。更にはゞ官行

斫伐の溌止までが唱えられている。これらを、その叢Lと

りあげるとなると、國有株事業は、50年前の昔から綱直せ

という磯論にもな会り難ねない。過去における御料林がそ

の經瞥において、上畷的順調に終始し得たのは、その性幡

に特異低はあったにせよ、林野整備について．有利な位置
に立っていたことが、大きな要素として甥げられると思わ

れる。資本の投下を、無制限ならしめ芯いためには．凋立

探箆制がとり得る程度のものとして、公有林との間に、整

理分合する必要がある。しかしながら、治山‘賦騨に關す

る事業は、それが、わが國林業至鯛こ亘るものであり、し

かも公釜性をもつが故にという理由だけでは、一般會計に

繰り入れる論擦とはならず、むしろ、責任回避の感さえす

る。株業經誉においては､その所有の如何にか上わらず、

國民經涜的關蓮挫が．つねに暇調されるものである以上、

蔑難を排して推進するの熱意がなければ、既に述べた國有

林の存在意義に、再び疑義を生涯て来る。戦前･戦後芽問

わず、御斜林及び國有林に行漁れて來たこの種の事業は｡

特別會計制度による不採算ということで、にわかに切り離

すのには賛成出衆ない。もしそれが賀現した場合の國有林

經瞥は．濁占養本的性絡を籍びる危験性が.多分に溌想さ
れはしないだろうか。次に、官行斫伐を溌止して、立木鹿

,分にしなけれぼ、到底持別會計力載り立たないというが、

拳れならば、それでよいと思う。しかし、民有林に癒って

は、森林組合等を霊じて、經誉の一貫性を渥調して来てお

りながら、この退却侭、いかにして溌明されるだろうか。

軌道・林道・その他の製材施設等も、民磯的方法に切りか

えることさえも言ｵうれるようになって来るかも知れない。

必嘆で塾ろならば、それもよかろう。國有林經掻が，「自

立自瞥｣するの苦難に立ってはじめて､｢合理化」も蓑た、

侭慨のものとして考えられ災うからである。

鱒するに、一つに侭、総別曾計制度に對しての城討不売

－犀
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分であった黙が織闇され愚し、他の一つとしてば、今後の

蓮蜜に鐺いて｡國有林の事業内容に章で穣討すべき段階
にあることを述べた。特別會計制度が、かりに｢無策』に

始まったとしても，それが｡｢無爲』に経ることのなきよう

期待してや童ない。

的分推方法から歸綱的分据駐法へと．移りつふあった昼し

かしながら､雄によって明らかな伽〈．礎行醗關の責任
者たる磯林馨長の場合にすら．その蜜現への過穫が，意外

におそいことを知るのである。このことは、監督磯關とし

ての瞥林局･命令磯關としての林野露の中にも深く根を張
っていることは、喋友するまでもなかろう。殊に、誉林局

遡には、一臓管総睡鴬はあるとはいえ，これが、本来の地

域分椴でないこともまた、周知の通りである“

（3）業務分擴への批判

{函倉林官吏の驫戻iという語を､私は､前に用いはした
が‘鬮家公務員法の制定まで見た今日も霞た、これがあて

はまる瞳は．思っていない。しかしながら．國有林犠理組

織は．やLもすると、園有林官僚職を形成し，その温存

性の故に､非能率的､無貰総勺な現象が渡生して來る°國

有林官吏の限人盈凌に非はなくとも、國有林經誉に難があ

る理由がこ上にある。管鐇且織の改善なくして、この矛盾

はいつ童でも解決さI孔ないであろう。

管理組織を論ずる場合には、官吏並び挺官露の間に、必

要な業務を､､かに分携せしめるかを考えた上でなければな

らない。考え方として次の二種があることは．銃に明らか

である。即ち，業種約分錆と地域的分措とであって、その

得失につb､ては、左のように言われている。

|~瞥祷蔦~訂=~恵一霧雲~Z~T- 技術鶏長
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官礁の龍眼及び資任の

所在を明らかならしむ

るに適すること。 一dL q一里 ■ q 卜 P 言 L ＝一凸 ､笹ゴー－

（昭和25年1月現在）

業甑的分描の特長たる專密技備の向_脚ま、移動常ならざ

る官艦機織におぜ､ての實現性は、もはやない。よろしく，

地域的分据に我め、指摘されつ上ある責任瀧限の所在を、

明らかたらしむるに如くはない。このことは、既に見て来

た特珊會計制度を生か､う釜香あ．b、大きくは、國有林本来

の婆に立ちかえる捷座でもある。その必然的結果として、

林野寵畿総を再厳討し、國有林震管業務を、一般山林行政

から劉然とすぺきであろう、それなくして、國有林がその

使命を果すことは難かしい･林野鱸｡瞥林局･誉林鶚を通じ

て，一貫憐を持たせることを躯調したいと思うのであるa

皿經管合理化への方途

風有林は、その存在意義が、あく輩電も、治山治水と純

濟的鯉醤との雨立にあり。従って、その對策には、幾多の

困難はある。私が以上述べて来たところは．常面の打解策

として考えられる二三のもの土範園にと壁めた。しかしな

がら、圃有林經誉合理化の方途は．日本民主化の道ととも

に、高くそして逹い･

國有林は、日本の優秀な知能と努力とを内包していあ。

故に、經穰合函bへの見透しば、最も明るいはずである。

)－－－

－

率

’ ，各業務力劉綴的になる業務が、いわゆる間口

卜“|鑓それのあること。 ："鐙患こと。
震く興行湊くなるおそ

！ 1
－－－－

そして、大磯において、米・脚などでは，前者の方法に

よつt來たが．ドイツの場合は､その多年の鯉騒に基いて、

戦前までに、次第’こ、後者の方法に進化して来たものであ

ると、報ぜられている。わが園でば、その中間的なもので

あると考えられるが。雨者の特長が現われずして、むしろ

その峡雛が表面化さ紅ろに至ったことは,窪ことに残念で

ある。

一歩進ん種･業務そのものL分婚について見よう｡そ奴

は．事務と技術との關廉である‘事務とは.法律上叉は事

蜜上の闘分をなす業務であり、章た、技徹とは，その隠分

を｡なすために必要な準術行爲又織補助行爲である。このよ

うに、事務と技附とは、観念上、こ奴を麗別し得ないこと

もないが、渡際において、管遜上、雨昔を明確に腫分する

ことは困難であり、従って、鰻いてそれを行い、それぞ城

異った官吏をして分婚せしあることは､責任の駈在を不明

にし、延いては、管理全磁の成績を不良ならしめるもので

ある。それ故に､わ6種の替林局署官制は。いわゆる演縁

‐〈 4

業種的

樵長
専門的技術砥

を濁り得ると
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もし、その期待がも,て燕いとするならば、日本の場合に、

林業の存立自綴が危ぶまれる時期が來る°園有林今後の任

務ほ，まことに大きい。その意味からすれば、經饗にあた

って侭、出来得る限り.魔<衆知を結集しつ上行うことが、

民主化腱相邇ずる合理化への方途であろう。

そこで私は、1919年（大正8年>、ドイツに設けられた

鰹。F･既なるもの人あったことを思い起すbこれは，鴬時

の食糧及び漫業省挺常設の林業諮問溌關であつまその構

成は､國有林･公有林･私有林・林學界｡一般林業技術者。

,林業努働者等の各代表77名から成るものであった｡私は
そのま上を探り入れたいとは言わない。しかし、か上届機

關を通じて、民意を反映しつ上合理化をはかることが〆時

伏に目覺珍た侭の合理化の在り方かと思う。これは勿論、

林野胴にのみならず、むしろ瞥林局署のそれぞれに設けら

れることが､より望ましい。園有林は、その燦行磯關たあ

誉林鶚における管理秘噌の如何によって初めて、合理化へ

の途へ蕊進l得るからに外ならない。植伐の均衡･特別會

計制の確立。業務分携の改善等の何れもが､林野蕊備の問

題とからみつLD解決きるべきものであり、しかもそれは

地方における政治・經濟｡斌曾･文化との關蓮が深い。國

有林が孤高を誇り得た時代は、既に過去の夢となった。L、

や迷夢で爵,つたことを、むしろ悟るべきで･はなかろうか。
〈1950．2．26）
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この園で生活するには自動車は絶對必需品と云へよう。
侭絡も中古では50弗からあるが、これはガソ･リンばかり食
うので、金持なら2"000弗位出して新品を買うらしい。役
人の月收はzP均300～400弗とすれば､7｡8年毎位に燕車
に買替へるらしい。

役人の出張は蜜費主議這、カソリンの受給を記録して邪
政府支辨となってゐるしホテル代と食費で1日4.5-7.0弗
位になってゐて、日本の如く二等車賃金の支給はない。

調米官の斌曾的地位は近頃次第に認められて来たとは誤
い乍ら、匿者、土木技術者並ではないらしい。でも國有林
の官吏は國民の希望する大切なワ〃リエイシヨン施設の管
理者であり轍Hun廿剛gやFi菌hingにも脇係し、森林内の
Romlを開設する、大衆の公僕として働いてゐることを、
森林資源の管理着としてよりも、より以上に大衆から認識
されてゐるのではないかと私は興味深く観察した。

瞥林磐長や鶏の主任級及びこれと同絡のRanger(籍議
厘）の收入は月400|似上だから､中流階級の部類だろ･

州の森林官は各州毎に濁立してゐるので轍園有林との交
流人事は殆どないとの事です。この識従来の日本の在り方
が進歩してゐるかと思う。州の役人は郊事の樅限でどうに
でもなるから身分が不喪定だと老へたが、これはForestly
COmm"ion(知事の任命する7-8名の委員で構成）の承
認がなければ勝手な虚霊は出來ないのですb

Companyl"restorにも話を瀞,､たが、段共この函も役
人が出しゃばって、何かと監督めいたことが瑠加しつ上あ
る吠況です。端的に云へぼ從來の綴に自由勝手に山林の買
付けが鵬来ないし、皆伐を鰹けて、跡地の更新が雛篭潅伐
採方法として、山林局の鍵鋤するstlec､ivecuttingが浸
透しつLあ愚過程だと興味深く聞取りました。民右称の經
螢は仲舜指導が難しいのは、何鰯の園も同様だと獺を弧く
してゐ叢す｡然し瞥林局毎に林業麓職場、その麦鰯があっ
て、その地方の休業經管と直接密接な問題をとり.lげて熱
心に､暁し愈結隈の判明したことは直ちにパンブレ叉卜や
大衆の目につき易い窪林で責地指導林を設定し･こい暑熱捻
灘山見妥げました。以上で私のアメリカからの熾後の便り
藍維りまうも

《附記）一行の長井、那須砥岡島、田中、隅田の5氏は
去る8月23日撰演入港のクリーウランド誌で無
肇厳國された。〔編集子）

勺【
－

アメリカ便り 第3信 長井英照
一一一

〔7月16日日曜日の午後歸國命令を待ちつ）
ポートランドホテルにて

シヤ1､ル上陸以来11週間になり、アメリカ大陸を一周し
たので、慾を月末頃には乗船命令があるかと一同首を長く
して待つ"q,ゐるのだが、朝鮮事件や配船淵係で吾盈小物の
存在は忘れられてゐるのかも知れない。

今回の覗察は塞籍林から駒下して、暖幣林、更にメキシ
コ麓の亜熱幣林、ニューメキシコ、アリゾナの砂漠地籍を
經て、待望のカリフォルニヤ州に出て、極スアンジエルス

とサンフランシスコを半日宛市丙見物の上ポートランドに

播竺離職篭縦継染の辮錘綱謹に行
ったフアーニス氏宅に招待されて、スキヤキと銀飯の御馳
走になり、映富機で日本風景などを見せてくれたので、念
に歸國したくなった。あとで同氏の友人達が夫婦連れで3
組も来て、レコードをかけダンスをやって見せた。見てゐ
て少しもエロティックでなく、輕快に踏る態度嬢ほんとiこ
氣待がよい。日本のレコードも何枚もあつで，例の淡坑節
を一緒にやって見姓た､同行のO君が謹人で、安来節に合
せて珍蕊をやって見せたら、一同大鍵感心してゐた， 、
・翌日ブア,-ニス夫妻の案内で田中曹岡島、岡田の3糧は
Xt.HOo(1(12,000ft).)へ登山したので、今日は那須氏と

自分は留守番だ、この山はオレゴン州の最高峯で6合目ま
で自動車で行き、ホテルに一泊して、翌朝早く雲中登山す
る。

こちらで朧リクリエイシヨン施設が行き渡ってゐて1週
の中土、日と2日休暇があるのだから、金曜に出かけて、
家族蓮れで享樂し、叉次の週惇鋤くと云うやり方らしし､、
それに伴う施設として、銘一に自動車道路力澆晴しい･自
動車の速力は平均50哩憧だが､"哩位出すと耳がヂンヂン
鳴る。先月8日の樹立記念祭に侭ﾀ畷が400名も&uたらし
い｡何れも自動車事故だ。自勤車の普及は日本の自韓車以
上だろう。迩頃はdriVeinth"ter と云って脳夜分郊外
までドライヴしてn露天で車に乘つたま上映蜜を見る劇場
が流行してゐる。

裳
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學術會議 一年有半のうごき

泰學術會議會員原 田

……~毛

科學勘攻化画家の基礎であり、科學者の總意がわが罰の

平和復興を.輩た人類平和の頑就に貢献するものなること、

茜使命として昨年1月國法によってつくられた學術曾磯は、

1年有半に亘って、どのようにうごき、そしてなにをなし

たか。

すでに､學士院が、古くからわが國の畢界に君臨し、學

術擬興會や學術研究曾課などがあったが、これらを整理統

合して新らしく、民主的な機關としようとしたのが、騨侭

衡議の發端老ある。これには文部省の案などもあったが，

これら或革要綱を排して、民主的に選騨zた、學術鐡削刷

新委員會の永い討磯の錆果､一膳民主的に､各學會から曾
員力轄出されることになったの･1錫る･

これによって、やムもすると濁善的な支配磯購といわれ

勝ちであった制度が破棄され、學界のセクショナリズムを

打破して、自由な共同研究,總合"暁を可能にして、科學

の総力を結集し，随時これを政治、經濟､文化､生活の全

面に反映させることのできるように、碓會的艇．はっきり

した基盤を持つことになったのである。

かつて少敷の科學者や、二、三の官瞭によって、科學行

政の指揮.命令が行われ、その結果に由来した、いわゆる

窓嘩瀧ス。研究上の親分子分の因習が、漸次改革されるよ

うな運命にあったのである。このためには、將來さらに進

歩的な科學者､研究者により、讃極的に遜力に赴會の各方

面にもはたらきかけて、一暦確たる祉會的基盤症立つよう

に努力してゆかなければならない。

學術曾議成立以来、1カ年有半になったが，この迩醤に

閥する事項を審鎖するために､運鐘容議會があり、曹長．

副曹長､部長､副部長および幹事で組織される。これは毎

月開かれることになっているが、疫際には必要に腰じてし

ばしば開かれている。なお、綴曾はそうたびたび開かれる

のでなく、雷た、細部の事をゆっくり審議する必要もない

ので、特殊な問題は、各種の委員曾で検討され、日本學術

愈識の稽動の重要な部分は、委員會によってなされると云

ってもよい。

委員貧は各部〔文學、法學､經濟､理學､工學､避學、

鶴學の七部）から麹篭れた委員が櫛成員と誘ってい愚が、

委員會に健、儲睡と臨時とがあり、儲涯委員會としては、

日本學士院會員候補者遥考委員會・蓮絡委員衝。法規委員

倉・出版委員倉･研究喪溌算雲員會｡研究識配分委員會・

研究業縦調登迩籍委員曾柵暁機關査定委員曾・研究發表

委員愈・研究禮制委員會・學問思想の自由保障委員會・學

術費料委員會･防災委員曾・ユネスコ委員會その他臨時的

なものでは諺現在審議されている問題が解決すると解消す

る委員衝で､番號鐇されてし､る。
これには第6委員會〔曾員の身分）第11鯵蝉､技術者

の活用方策）第ｴ4(科學研究成果の資用化促港)第15(z

業再建に必要なものの輸入促週第19（研究公務員の特別

取扱い）第遜（農業關係研究施調第22（大學院學位）

第23(發明特許技術の節電保護)第24(8rAC狼化對策）

第26〔地球物理業務に脇する答申）第27（科學知識普及促

進)第28(私立大學法）漆どの委員曾がある。峡番は常置

委員會に塗ったり。用務を了して、解消したためである。

總曾は定期的には、春秋2回行われることになっている

が．昨年度は創立早為なので、臨峨勺にも行われ、創立以

来いままで6回行われている。この總曾では、各部、各委

員倉の報告や提案事項の審議か行われる。

その他に研究連絡委員曾が27あって｡各専門事項に關

し症、丙外學界との連絡や研究の連絡､促進にあたってい

る｡

一職名鯉をあげるとI鯛U研究連絡委員會､私法學研究

蓮路委員餅等のほか太平洋學術･數學・天文學・日食・無

綴報時・電波科學。電離層・物理學・原子核。結晶學･地

球物理・ｲ蝉・動物躍る植物學･地質學・地理翠･遥博翠・

古生物學・人類學･科墜史･國際度簸衡・挫學･植物保護

育種學等の各研究連絡委員曾である。

日本學術會議侭、政府から濁立した地位艇あつ･で､科學

に關するかぎり、行政に開する事項でも審議するが、その

意見は、決して政府を法的に拘束しない。すなわち政府の

諮問に答え、また鋤街するが、政府はそのまま受け入れ為

とは限らない。これに對しては心細いと考える向もあるが

日本學術會議が行政詮行うとと侭なると、一般國民の代表

である國曾や、その指名で行政を行う政府を制約すること

になって、民主政治に反するので、その賊務も自からちが

って来る。

しかし政府の行う行政に科學を反映浸透させるたあに、

できるだけ政府を助けるため燕畢妓術行政協議含〈STAC)

〕一一

厚

＝

－

－

(錘者）林博・木曾北海道支部遁合曾副曾長

－〔6
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原田 ：學術曾議一年有羊の動き

學研究振興に必要な經喪の配分方針。漁贈研究所の設置に

ついて・昭和25年度科學試論研究費等の蕊分にづいて・

學術箭報所（インホーメシヨンセンター）設置について、

等である。

以上の識告､申入れや政府の諮問に對する答申の中から、

更に主なる事須の結末等を簡単に記すると、試鐡研究溌關

の行政整淫については第2回總會の決躍に基いて.試験研

究機關の行政整理については、その機能を損傷しないエう

に賓施されたい旨の申し入れをしたところ、政府はその主

旨を探り入れて諺定員法を制定したが､その蜜施に強って、

通商産業省､撰林省では，この定員法の主旨に反し､整理

力溶われようとしたので，重ねて各省に徹厩され､試験研

究磯關の機能が損傷せられない厳につとめる魔があった。

また第2回總曾では試繊研究機關の整備統合搬充につい

ては、學術含議に諮問するように鋤告したが、政府は溌林
争

省農業改良局の案の蜜施に繕って諮問して来たので、學術

會蔑は試験研究磯關の織皀を十分發揮するよう人員を確保

することや,機能を合理的かつ総合的ならしめるため審識

會の如きものを設け，部ﾀ噺究機關との連繋を緊密にする

鎌意見を附する鼠が駒つた･

林業關係では、称業技術研究普及纏制について諮問があ

り軽これに對してば本年4月11日次の溌な答申が出され

たのである。

1〕林業に開する試験"暁は大L､に改善充貸を要する欺

態にある。ことに林産加工、森林經驚の部門の一層の弧化

を必要とする。しかし全部門が綜合的かつ能率的に行われ

るよう老感ず-ぺきである。なお園の試験場及び麦、分場の

配置については、森林の地域性に従って大いに考蹴を要す

る。

2）研究と普及を密接不可分のものとするためには、中

央における研究普及行政機榊を確立眼化･ﾘｰ為必要がた愚。

3）専門技術員ことに瞥農･林、樹蕊、林産加工等に開す

る技術員及び普及負の義成再訓練のための磯關と、これら

識簡員、普及員の制度を確立することが必要である。

4）林業に關する改良普及行政は孤立することなく、他

の鍵業普及行政との密接なる蓮蕊に溝いて繊施されるよう

な制度を必要とする。

5）なお、康く研究普及行政の漣繋並びに綜合的迩畿を

圓滑にするために技術協議衝の如きものを髄くことが必璽

である。

た讓窓産の普及謹制については，第5回紬禽で､水産等

涯鈴いて低試験研究の侭制はほぼ十分であるが、研究成果

の普及が甚澄不十分であるから普及髄制を念逮に確立する

よう識告し、最近これが確立を見るに至った。

なお水産聡に漁鰡研究所を設置すうことについて識間が

7〕一

がある。これは純然たる政附の擬關であって、内閣認理大

臣が會長で、その指名する國務大臣が副會長である。委員

の半數は關係各行政機關の次官から濁篭れぅ他の半獣は學

識睡験者で、これには日本騒術曾議の推駕左鍾しなくて

はならないことになっている。

政府その他になされた現在までの主なる糊告、申入れ，

霞たは政府の諮問に鋤する答申は次の様なものである。

鐵告、申入れ

犬學法案について・窓浮研究機關の行政整理について匁

圃書館法案について・工業化試溌研究讃の復活について・

研究雁従事する公務員の勤務時間について。工業技術者の

存綴について・學術側密のユニオン、カタログの作成につ

いてざ研究機關の盤備統合拙充に際する諮問について・民

間研究機關に對する研究委託磯の噌額について。大學に諸

ける聴識蝿學の自由について・海外の技術導入のための費

金についセ・新規學棚聯誌への用紙馴常について・大學在

學中に一定の學課を修得したことを戦階上で認めることに

ついて・經濟九原則に副鯉する蛾鋼技術對策の蜜施に要す‐

る經費について・各省所管の科學試慰研究蟹委託研究費等

に關する調査識料の提出の依頼につい･て・工譜上試職に對

する特別融費について･試鹸研究磯關の行政整理について・

大學に於ける總講輔學の自由について・科躍技術行政協議

會の散正について･幽魑簿規Ⅲ玲について･郷篭寺の催蕊里
工事について・文化財保謹法護法制定について・園溌應醸

造試醗所の巌止について･工業技術開發金庫（案）につい

て・大學等學術機礎の人事及び大學の数擾會の擢限につい

て・人事院規則14～17の適用について・醗酵工業に關す

る試験研究機關のあり方について。特別職の職員の給與に

關する法律案について・私立學佼法案について・特許制度

の改善について・公務員の發朗の取扱に關する件･科學研

究振興懲算について・水産科學技術普及鶴制について･私

立大學法について・特殊技術者の待遇改善について・湯川

博士のノーペル賞受侭記念事業について・學嗣研究に供せ

－ られる電力に開する件。

諮問とその答申

大學所腿の研究施設の機關及び蓮醤について・昭和24年

度文部省科鐵}隣徴交付金科皐試験研究費補助及び人文科

學研究饗補助の配分方針について。鹿量衡法腱規定すべき

計量箪位の範圃とその定議について・鍛趣麺貯研究所の在

り方について。没業に關する試験研究機關の整備統合につ

いて･瞬爾研究成果發表について･民間研究機關事業補助
金交付對象選定薙準について・地餓物理業務についで・大

學院及び驍位について・林乗技術研究普及侭制について・

電蕊、光、葬線．γ線の躍位及びその定義・中央氣象台紙

代地震槻測所について。昭和25年度文部省識算のうち科

一一〔

一

町

今



■

～－－~～函

原田 ：學術會議一年有半の動き

に直接従事している研究公務員の特殊な立場と職能を卿頑

して聯國家公務員の規定を一律に適用することは、よりエ

い研究成果の促進を阻害し、將來の研究者の育成に悪影騨

を及ぼし、文化風家建設途上にあるわが園として濯國策上

看過できないので、特例法を立案するか、すくなくとも人

事院規則蓮制定して、特別な措競を要望し、吉田總理,雨

院議長に鋤告する鰯があつ:た。

學問、思想の自由の問題は第4回紬衛で決蹴され、内外

に滕明されたが、その後も問題が絶えないので、個我の問

題はとり上げないが、演<注意を喚起することになり、さ

きの諜明をﾌ，リントして､關係各方面に邊付し､周知を朧

かり、皐問，思想の自由を記念する誰演禽が2月23日に

毎日ホールで礎大に開催されたのである。
理

以上甚だ簡箪であるが，學施會譲その後の動静をお博し

た次第であるが，日本の科學技術は，國際的には一鵬水準
に達しているといわれる産業部門でも層米國のそれにくら
べると、約10年の開きがあり、低水準のものぱ20年乃
至30年の立ち遅れがあるといわれる。しかし、その按術

の低調も、日本人の能力の低劣によるものでなく、熱意さ
えあれば、改善できる面が多く、十分技術向上の素地をも

つと考えられている。ただにIにはいとも簡単に備嘩の尊重
とか、鋤侭による産業の再建力訓昌えられるが,礎際問題と
なると、そうスムースには行かない。ことに鱒などは、

毎年の事ながら、甚だ遺憾の熱力珍い。25年度にして見て
も、始め科學研究l鹿興磯算は16侭8千蕊と計上され、

學術曾議もその基礎を稔討して、昨年度の選算が、きわめ
て不十分であった事や諸般の構勢を考えて、これを最小限

度として､その変現に努力し、第5回總會の決議によって、
政府に申入れたのであったが、これを5値圓に削減してし

まったの意昨年にくらぺて、わずかに5千萬図の増加に
しかならなかったのである。これもドツジ、ラインを固守

するたあにやむを得ない措置かも知れないが、科學技術の

振興こそ、赤字克服の唯一の手段であり．投資であること
を理解し、その塘額が間接的に財政全艘にもたらすプラス

について考えてもらひ度い。このためには，一殻大衆に科

學思想の普及徹底を計る必要があり、學術曾磯も、科學知
識普及を促進するため、特に委員曾を新たに設睡して、本
格的に乗り出すことになっている。 嘩

童た科挙技術の擬興に閲Lては愛に参磯員本會識で全員
一致で可決せられ､衆議院でも3月･11日の本會議で、全
員一致で可決造られ科學技術關係の溌算を聡額するとと
もに、設備改良等への長期資金の融資等に特別の措置を誰

“じ､斫究者の待遇改善や應用化のため特殊金融金庫巻設け、

能率豹がつ総合的に各機闘を運誉-ﾂｰるため、制度や施設の
改善を行うことが決せられているので、これらの一日も早

く具現することを望んでや薫ない。

大戦後の世界科學界は通あらゆる醤勢力の支配を暁して、

自らの合理幽こよって、政治經済を導き、戦争を克服し、
新文化の建設挺活溌な活動を開始している。これは童た、

日本にとっても、同溌で、再建につながる學術酋議のもつ ，
使命は意大なものがあるので、一層各位の御支援と御鞭縫

によって、理想の錘見が一日も早からん事を念願してや童
ない。 〃

あったが怠現水産研究所と密接な開運蓮誉を行うとと力違

まし《、將來迩営な時期に、これらは綜合した､一研究所

とすぺき旨答申せられたのである。

ぞの他中央累象塗松代地震観測所の設置や三島の遁傳研

究所の問題､鐵這の技術研究所の存置などの諸問題も、本

曾議の答申が奪重されて、それぞれ發足し、またはすると

とになった事は喜びにたえない。

鶴究戊果の寅用化については、第14委員會が、工業技

術競發金庫の質現化に努力していたが､昭和25年度には、

堂だ灘算的措置がき署らないので、できるだけ早い機曾に

繰入れられるよう努力し､基礎研究と應用研究、侭用ｲ鏡

験との間に謹路をいかにすればよいかについて審譲されて

いる。とりあえずの措置とし筵本年度は工業ｲ蹴識補助金

として見込雲れることになつでいる。

研究童たほ試験を目的とするものに對する嵜淵金の菟税

に開しては、第7委員會で、毎回論議せられていたが．こ

の程その決定を見た次第である。

今年度になっては堅月26日から3日間、第6回目の總

會が行はれたが、この總會で審議された案件は18件であ

った。この丙には零局柄戦等のため科學を行わない旨の決

議が大多数の賛成で可決されたり、墨問の自由と進歩のた

あに全面諺和要望の提案もおったが、これは事政治問題に

溺れ、時局下微妙な問題であり､學術會議の決議としては、

むしろ行きすぎであるなどと云う見解が多く、否決されて

しまった。元號麗止の問題も、國會歴申し入れるのと、政

府に識告するという2案に分れて提出されていたが､學術

方面では、現に西暦を用いているし､元読は自然版ﾆ溌止さ

れる運命にあるのだから，今更騒ぎ立てる必要もなLqと云

う意見も多薮あり嬢止そのものには反對健少なかったが，

色女論議が出て、結局4，5票の差で原案が可決されたの

であった｡ただ力犠な問題に對してもイデオロギーの識

や對立的な意識が曾負の間に見参する様である。 ・

第5回、6回の總會を通じて，一般研究公務員に關係し
た事項としては

纈壊篇衛者の織昌翫善について政府に勧告する件があっ

た。これは科錘術の靭究には､鍔技術を有する研究補

頚渚を有する場合が多く．例えば、カラスエ､精密機城工、

砥壁工､徴量分噂f工の如きは、研究上不可鉄であり、その

養成に長年月を要し、しかも餘人でかえ難､のであるが、

その待彊が悪いので、職を棄てるものが多い、これ催わが

函科厚鰯暁の潅路であるから、政癌は待遇散善艇つとめる

と共挺、職階制の武施には十分注意する糠に動告したので
ある。

国立の誘究穰關において研究に従毒する國家公務員に對

する特別な法酌措置種ついてば、わが園の科錘術の振興

一
一

「
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L(/､架室線集材法に就て
式集材法の解説一

○

束大助教授加藤誠卒

ウ イッセン

一一一一一

這路を通ずるzF地林に於て一般の伐木業者力畷げる利益と

同等の利溢を急峻な山岳林の而も法律により職格な施業制

限が課せられてゐる林嚇らWyssex》式集鍬こよって蕊
げ得ることとなつたうこれは海抜2000m以上の地黙から高

低差1200mの集材迩ある。かくて興地山岳未利用林の經濟

的開發が曙光を見出したのであ為。

3．機械の要目Wy"en式擢材機の特色は輕鑓･小
型．簡易。融通性にある。機械の主要部分には特殊綱を使

用し、湿度上許し得る窟所には總て輕金脇を用いてある。

集材淡（ヤー涜一）は留胴式で31馬力型と17馬力型の

2穏いづれも木製織上に取付けてあり、その要目は表一

1の通りで．馬力に比して驚く可き程鯉い。

表－1集材幾要目

11沿革第2次世界戦箏羅結後新に登場した集材法
にウイツセン式架空線式集材法がある。この集材法は'太

の主索（軌索）と1本の曳索〔引寄索〕と』型の単胴式集

材機を用うる方銑で，認は壁箪軌索複線式架空索道と固定

架塞線式集材機を折衷して雨着の長，罐探った集材法で、

地形の急峻な奥地山祷林の施業上の要求によって生れた新

しい方式である。スヰスのBeic1lenbachi.k.で索這葛湯

を誉むWy"en氏の考案に係り、1938年から5ケ年間の

試作及び饗験期間中に10種類程の試作職種について鱈地

試熟を行った結果漸く現在のものを完成し、 1“5年より

本格的製作に着手、1950年現在では量産の域に達して、

"WjSaenSkyline-.Cra!,eS"の名を以て他界11ヶ國に鱗出

されてゐる。この磯械はスヰスの山岳林に於ける鐸伐作業

を實際的に可能ならしめた識に於て林業上重大な意義を有
するのであるが、勿論皆伐作業ならば一層宥効である。叉

特に注目に償するのはこの新しい方式が集材磯の本場と

もいうべきカナ隙と北米合衆國に犠入され，そこでも極あ

て有能なことが蜜證されたことである。筆者はこの間の事

情を‘‘画虹BERMAN"の1950年2q月競に獺げられた
AlbertHuber博士の記事によつ寧噂過ったので早速スヰス

に照會したところHub"博士自身力瓶めて懇切な書翰と
説明爵及多数の篤侭を詮ってこられた。Huber博士は元ス
キス國立工科大學林皐部助教授でWysSen氏の片腕とし

てこの新い､集材法の完戎と北米大陸への進出に貢献した

新進の森林利用學者であるoWyggeU式集材法は我が畷の
山岳林の施業上にも極めて好適であるように恩はれるの

で．以下主としてHuber博士の雷翰に基いてその獄要を

解説し参考に費し度いと思う。

2．特色Hub錘鯉陰は先づこの集材法が草なる集材
磯誠の發明考案で朧なくして、森林作業そのもの坐改革で
あることを強調し、これがスキスの剃諜に革命的勧果があ
るものと絶讃してゐる。雪線に錘い山岳繩こ於て假に在來

の方法で伐採事業を行ったとすれば籔出の際木材の損傷は
甚し<、伐探跡地は荒駁し、而も多額の集材費を要するか

ら錘濟的に引合うやうな事業は成立しだい｡況んや巌密な
澤伐作業による天然更新などは望み得ぺくもない。この不
可能を可能にしたのがWy"en式集材法である。自動車

■

1

31HP型|項 目| 3'HP型 』7HP型 i
i夢藝~妄墓冷式",,ﾝ鍵鋤磯 〃 ，，0.6tov' l1ton 0.6t｡、 I

ドラム箪胴総取長600～鉦00m 〃 〃 I
鍵逹機ギヤ式鍵速6段 〃 〃

灘秦ドﾗﾑ師付特 〃 〃 ：

嘩睾皐吋雛： ， ，鯛｡’

毒

d－

ｰ

附麗機具とし‘ては搬器（自働聯結裟澄付特殊機造)､スト

ッパー（主索上搬器停止磯>w中間主索吊金具､チヨーカー、

信談用電話器等があるが、いづれも材料材質を吟味してあ

るから輕堂であり乍ら十分の掻度を有し､ヤー〆一と共に

機賊に未熟な杣夫ガ溶易に操作でき場ようにといふ考.で製

作してある。然し在来の集材機に比ぺて若干高贋であるこ

とば己むを得ない（1組の債格31HP型でUSS.9,300.00
5

fob.東京但し鐵索を含まない〕使用する鐡索は主索（軌

索）1本、曳索（引寄索兼品上索）1本が主匿である。2

胴式或は3胴式集材機による在来の方式で多數の索を用い

表一2使陥鐵索要目
－－－

項 目目|鐡索種別
7×6中心聯

一（9）－
毎 Z
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葛のに比ぺて取扱ふ索の数が僅か

に2本であるから、操作上混蹴が

皆無という熱も好まい､。但し鐵

索には良質の不屍嬢性（ブレフオ

ームドノラング撚りを用いてゐる。

その要目ば表－2の通りで、躯度

力聴めて高いことに注意したい。

4．勢穀法まず主索を架設
すべき上下雨地熱の位置を定珍、

上部地熱の根株等を利用して曳索

の一端を爾付け、エンヂンでドラ

ムを回鞄して集材機の橇を自力で

上方に運搬する。この巻上げ速度

:は人間の歩く程度である。韓を適

當の位置に据え附けたならば次に

曳索を下方に延して主索の1端を

巻き上げ、立木等を利用して懸張

架設する。この場合億ギヤを低速

腰入れて除燕に雀戒り簡単な張力

計を用いて張力が許容限界（鐵索

の破笥湿度の斑程函を超えぬよ

うに注意する。許容張力以内では

主索の蓑みが大きすぎて不都合な

壌合があるから、そのときには支

間の途中で中間品金具（サドル）

により主索を支持し中間支黙を設

ける。品金具は立木等を惹用Lて

主索と直角方同に張った別の鐵索

で吊るのであるが、吊金具ほこの

鐵索に沿って鱗に移動し得るよう

にしてあるから、木材を横取りす

る際菫索に無理が生じない。また

中間支謎が積に移動出來ることに

翼り架設の際ドランシツトによる

精密測量を要せずコンバズによる

簡易測量で十分である。この黙で

も菩邇の索道の架設より遙かに容
易である。叉吊金具にほ最大交角易である。叉吊金具にほ最大交角

搬器と武1,ツパー

wy""式集材法解説脇

ひ

一℃

A曾主索

飢：搬器

B:曳索 C:ヤー〆一

b:ス1,ツパー ･：チヨーカ～ d:木材

による集鮴業は迩僻20日間位で経了するから､直ちに隣
接地に移動して架替える｡このｲi業も4～6人で2日間の功

程である‘

5．集材方法(岡面参照） 主索上の任意の位澄にス
1､ツパーを固定する<11．ストッパーは別の短い鐵索で地

上から主索上を移動させ、根株等を利用して固定させるの

である。次にエツヂンをかけて曳索を鋸取り下方の撤器を
スドツパーの位麓寮で引_上げる｡､このとき搬器がストッパ

ーに価突しその瞬間に雨者の間の自鋤聯緒襯が郷･て搬器

10）一

45。護でのカーブをつけ

て曲線集材を行ふことも老きる。集材機ドラムの前面には
簡軍なカバナー滑車をつけて不整巻取力;起ら麺ようにす

る。主索上に搬器とストッパーを載せ、チョーカーと曳索

を取付ければ架設を絡る鐸であるが、曳索が地面に擦れ,る

場所瀞ある場合にはローラー滑車を置く。これらの作業は

4～6人の人員で2～4日で脳來上る。就中普通の集材機の

場合最も困難を感ずる機械の上方移動にWy"cn式では長

くて牟日かければ－1･･,分である。主索を’度架設すればこれ

－（
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ウイツセン式謝法の解競加藤
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表－3集材性能 で操作L得る程度である。下部地黙で木材をチヨーカーか

ら取外し、曳索を急取れば室撤器は再び上方に土って行

く。これで1回の集材を鯵るが、これを謹返Lて1地識の

横取りを終ればストッパーの位置を順次移動して同溌のこ

とを繰返し魚稽朕に全地域の集材を行うのである，下方の

木材を上方に集材する場合も全く同檬で、ス'､ヅベー滋下

方に置き、塞搬器を自重で降下きせ簑擬器をエンヂンで糧

取るだけの相異である。主索の勾配が緩い場合又はﾇk率集

材の場合には簡単なウインチを併用して塞搬器の引戻を行

う必要がある．蕊材の状況は附した罵眞により明か恋ある

が､架設による伐開が峨少であるから揮伐林や風致林の施

業にも好適であり、長材（通総6～9m)の擬出が可能電あ

る。パルプ用材の伐出の如き場合には伐倒位置で玉切りせ

ず長尺の織集材L、1ケ所に主とめて自働鋸で王切りする

ことが概來るから極めて能率がよいe本議の集材性能は概
ね表－3の通り電ある。

（附記）本集材法に開する文献としては下記のものがあ
る。また東大森林利用嬢教室に野しHuber博士が特に緊

密な獅緒を約されてゐるから、讃者が顎潟の謡を営識崖腱
申越された場合には照會の勢を厩ほぬ心算である。

Si]VexSideS, C.B.; "1"ngportationby母毎WtyCable-
waysinSwitzerland, 〃mnePulPandPaperBeseardl

Instituteof"nada,MOntr"1,Dec. 1947.
Hubir,A.ｳ〃NewSkjainefofLongD狛極npeX'ogging,"

Tnefrimbcr"",Po"and,May. 1948. "8wi"
SkylineSyStemTeStedinNOralAmeri"･"

IrheTimberman,Fe,1950,
WilSon, J.S.1"BeportonOperationofWySSen"ble-

WaySystem.〃TheP.andP.B･I,cfC&mada,Au9.
1948．

FobeS,E.W.; "WySSenqlbleSyStem."U.S.Forest
Product:[jaboratOry,Madison,NoV、1948.

－－自1~－激~‐ー 愛

{最謹蕊寧離 210Cm"000ft)

I最大獅鰻離塞蕊爾蝋脩，，""0” ＝p

曜"*;縦機瀞簾蕊回の集材鋤
1日の蓮鞠回数 45～55回

''日の出材斌|200#jg) #00石(最大）
が主索上に固定されることになるが。同時に搬器とチヨー

カーの間の自働聯詰機が解除される(2)Dした力齪って次に

曳索を緩めるとチヨーカーは自重でその位置から地上に垂

直に降ってくる(3)o作業員はチヨーカーの先をもって木

材のある地殻まで横の方向に歩行し藻あ緊結して置L､た木

材（澤伐では単木、皆伐では最大荷重ま､筐數本束にしつ

をチョーカーに取付ける(4)。用意力躍えば電話で穫城運

韓者に信鱗し，蓮韓者が曳索を再び雀取るとチヨーカーで

吊られた木材は撒器の所まで持ち上げられ〈5)､チヨ戸カー

カ鍛器に樹突した瞬間にその間の自働聯結が行ほれ同時に

ス,､ツパーとの間の聯結が解除される．そこでニシヂツを

切ってラレーキをゆるめると撒器は木材の自重で主索上を

下方に運行し初めるから、ブレーキにより速度を調節しな

がら下部地黙まで集材する〈61．ブレーキは極めて魍力で

あって荷重の大小、速度の大小に關係なく、如何なる場合
にもよく効くようにしてあり、プレーキレバーは鍵く指先

二

凸

－~－－－－－1■■■■一一一

下記畷書購入斡旋の申出がありました、割愛出来る方は是ﾖ醗の際お譲り

下さい(本會叉は直接希望者に御申出下迦､）讓受度
1．購入希望者佐賀縣林務課長

一署『一園一書一一葱T蚕一存一所一
一一一三 －

薯■■■ー－一－ 一

林學會雑誌

｜蕊日本林學曾誌第24糧
以上各競

４

隼

溌
談
號
臨
蕊
鰯
宛

１
刀
廻
４
璽
３
部

學

職
職

１
１

I 顎 10蕊．11蕊.廻読

1

部2，購入希望者宇都宮

11－〈
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｢ニセアカシヤ｣硬實種子の發芽豫措ど

種皮組織に就て儲一報）

須藤 昭二

種子に依り苗木を仕立てる場合、發芽状況を第一駿的に

老へられることは勿論であるが、本種子には約60％以上の
、

不發芽性のいわゆる硬資種子が混って居り、林業技術上、

多くの不便をもたらしている｡この不發芽の直接の原因は、

全く種皮の水分不透性に依るものであつく、その種皮は他

の種子に比し、如何に異なるかと云ふ黙に就ての學説は麗

友てあり、本質験の結果、本種の種皮の最外暦はクチクラ

質に依り水分の透過を妨げているのであると思う。

本研究は種子繁殖を容易Iこするための發芽識推並びに發

芽容易種子と硬賞種子の組織的なる比較を取扱った。筒礎

議に雷り、種掩御教示御指奮'壱れた山形犬學激授齋藤孝

藏博扇上に罫し深かく感謝の意を表する。

材料及方法

材料種子は1949年の10月末山形縣東圧I川郡本郷村山

形大學農學部演習林の母本30年生のものより採取した禰

子を用いた。最初に催芽促進を試みるべし、種今のホルモ

ン割耀理或ひは超短波照射の穫鹸等各方面の角度より行つ

第1表種子の色別と重量並びに發芽歩合

を行ひ後充分水洗ひをした。その他露天埋識､雲中埋浅の

第2表發芽溌措要領

｜虚 理 時 間麗理謝及方法
一一一
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90％アノ30妬アル コール

露天埋臓

低淵雲中虚理

瞬恩虚哩等を第2表の要領により、夫盈250C恒濫喧發芽

させ､發芽歩合の測定を行った。

e

2）種皮の構造組成概察

5個鎧より鵬鮎で切蹴した切片夫玲2～3片を璽化亜錐

沃素液、IK1, 1KI+30%H3SO4、メチレンプヅユー、フ

クシン、ヘマ1､キシリン、頚化カリウムヨーード液、ジヤグ

ルの欝液を用ひて染色を行ひ獺察した。

、結果竝考察

第2表の溌芽溌措の維果第3表に示される如く，磯硫酸

4時畷悶理が燈･も有効であり、それ以上になると死滅種子

の増加をみた。即ち．虚理時間の長いことに依り．侵蝕の

深さが子葉組織迄侵されると遂に種子を死滅に到らしめ為

のであ為。
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たが、全く反應を示めさなかった。しかし乍らとの種子を

刺刀で種皮に傷をつけた場合は、吸水發芽を見たのである

が、傷をつけず25QC恒温で1ヶ月間催芽させた場合､100

粒中18粒しか吸水を見なかった程硬麓性の商いものであ

った。なほ第1表に示す如く、種皮の色でもって、夫煮分

別し肉眼的に硬礎種子の大艘の施園を決定いたし、發芽歩

合及び氣乾状態で種子の重童をも測定した。

華…』息裳壹墓蕊c-I0｡…”

第3表發芽溌措腫よる發謝捗合

(筆者）山形縣立農林専門學校避跡K夢研究室

－ 、〈12）1

磁理湖

腫理時間

發芽率（％〕

發芽勢(％）

臘敗調%)’ 0 o ， 410

酸濃 硫

15分

14

8

30分'1時間

18 1詞’5s
16 '4 1 55

2時間 間

95

P5

5 1 ､'5

間6時

85



、

須藤：ニセアカシヤ硬費種子の發芽溌措と種皮組織
一 －
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と思われ悪疫跡が獺察された，《第2脇錘芽容易髄干は維
管束の大きさに依って脚部は全く綴密組織に化せず、叉硬
蜜種子の謹芽溌措の敷果は種子の繼遥組成上媛も礎され易
いと思われる鱗識に現れ、これ等無続寵子の吸水蕊芽した
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識から考へて、此慮から吸水するものと思われる．
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なほ露天埋徽は排水良好な場所を選んだのであったが、
誤って布袋の中に該種子のみを入れ砂中に埋職したために

著しく醗酵熱を起し、それが鈎鮮間にわたり綴いた篤32％

の成綴を收めたのであらうと恩われ為。叉像淵嘘理の方は
敷果を認めなかった、
種皮の織造組成は染色反卿の結果第1風イXロ)並びに

第2園に示される結果を得た｡
第1剛（イX戸)に見られる齢こ維管束を除いた他の組織

に就いては全く同溌な種皮組織を示して居るが、發芽容易
穏子の維管束は硬渡種子に比し著しく肥大して居り明瞭
な差異を認めた。更に臓部組識維管束あ部分）を鱗識し
てみるに、母本藩生鐵時〈茨の時代）義水分詮謹られた

中島霜三（19準>;げんげ種子の硬溌性と其の膨潤について
植物學雑誌45 555～556

----〔1932':紫雲英の種子の硬磁問題．擬薬及樹謹
7．1047～1065

水野勉（1932);紫雲英硬礎歩合に及ぼす肥料要素の膨溌
に就いて、農業及闘蕊7．890～902

田島正弘〈19』8);林木種子發芽低率の原因，長野縣立鶴＊
専門皐擬學術報俊2．43

村上寛一（1949)墹葛硬蜜種子の霊芽識措とその吸水機織、
蝿上農業、 3．2

山崎義人（ﾕ949);春化現象をつきとめる､･農業勅斗 2．24
RoIand班ckee;IfPed好感Culturefm<1Uuli"tion.U､S・

Dept.A"c.Bull.No.1852, 3～4
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圏本に居る白嶬返

白蟻探知の蕊診増幅装置中野博正
．……畢器罫…~…

筆者は1949年9月と同年12月の2回静岡縣下の白蟻 第 一 闘
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日本に居る白蟻と白蟻探知の騎診増幅裟置
一 一一一一一一一一一

中野

れ」その北限ば本州南岸綴〔ハマオモト線）に略を學・致し

て居る。〈第2圏）

白蟻には、女王、王、（王涙）副王､副女王（補充王族､、

兵蟻､職蟻等の階級があり、叉謹育程度によって卵、幼生、

亜成溌（擬踊叉はニンフ蕊ymph3･成銀（雌雄)等の各期

方翰るが、王族は白蟻誠會の中心で産卵を主任務とするの

である。補充王族は亜成患から愛化するもの壱、王族力鍵

に鍵れた場合の補充であり、王族が成撤から麹上するのに

鍔して亜成錨から鍵化する黙が大きな龍ひとなつ迄居る。

兵蟻は外敵の防禦、職蟻は幼生の哺育、蕊の砿張、購道の

構築其他蕊丙の雑役に営るのである。女王の詳命はイヘシ

戸アリ30年、ヤマトシロアリ7と､"8年となって居り、イヘ

シ戸アリは一地に固着して芝大な巣を螢むのに對し、ヤマ

トシ戸アリは1～2年でその位置を鍵へ定形の蕊を作らな

い。イヘシロアリの蕊と被害現場の關係は被害物の形胱に

よ:っても大いに差があり、邇常巣の位腫は地下であるが、

雨漏り等のため天井裏に潟氣を帯びた場所があると、そこ

の隅眞束や合掌等叉は任切篭に蕊を鐙ることがある。

（蕊3園イ､画､ハ､二）

イヘツ官アリの成識は穂雨期前に翅を生じ、曇天叉は降

雨後の晴天夕刻より夜間にかけて群飛する。雌雄の比率催

5:2000と言はれて居る力鳶一園の群飛戯を2000頭と假定

すれば夫婦となるのほ5組だけで、他はその輩L死んでし

まふ。又5組の夫婦が出来るのば天敵等によって閲膨鍛ろ

されない場合の事であり、種盈の故障を考慮すれば結局完

全lご王、女王となり得るのは1組位の計算になると言ふこ

とである。群飛後の成患が夫婦として新しい場所詮求めて

交尾産卵をするであらうと言ふ事は今日最も信じられて居

るが、之を侭職した人は居ない｡産卵敷臓第1回目は比較

的少< 150～400粒、卵力孵化した後、雌雄は職蟻の任務

である幼生の哺育にもあたら紅ければならない。之は新蝦

間もない雌雄の寮ばりには職蟻も兵蟻も全く居ないからで

ある心幼生中最初に見られる職階患は兵蟻であって、産卵

數億第2回500～1p00粒、第3回1500～3000粒と増加し、

兵蟻職蟻の数＆亦之に従って次第に増加して行くのであ

る。然し何時頃から女王があの偉大な姿に塗るのか、その

遜の事は除り詳かでない。女王が全生涯に産竜F卵の数は

皿000～1,000,000粒と推定され．］災丙の王族1對穆補

充王族3對、成銀500頭兵蟻2090頭職蟻30,000頭の割合

と見られて居る嫌である。この濠に兵蟻.職蟻はその数にお

いて極めて多いが･生殖能力は全くなく、燧邇や覆這を鐙

り、その内部を往来して人家の木造部分を侵すのである。

本謹を蕊除するには外國では建物全禮の青酸ガスに依る燦

蒸を溌駿して、その蜜効あることを認めて唐悪事者<フラ

ンスのFeytand)もあるが、根本的に駆除を行ふに侭矢張

日本に居る白蟻の霞類は次の3種である。

1． イヘシ戸アリ Coptotermegh1m(MInuSShiraki.

2． ヤマトシ戸アリ畦11cotErm"SperatusKolbe.

3． サツマシ戸アリG1yptoterm鯛鱗桧,umensiS

‐班ntunmum.

この両、害の最も恐ろしいのはイヘシロァリで、ヤマト

シ祠アリも亦麓毎の害を及ぱしで居るのである。サソマシ

ロアリは溌摩園（鹿兒島縣）に於いて探集された珍奇種で

その害は問題にならない。

イヘシロアリとヤマ小シロアリの形態上の差異は主とし

て兵蟻の頭部の形状と成録の翅眠の配列に就いて比較され

て居る。イヘシロアリの兵蟻の頭部は卵形で赤褐色を籍

び､額上に巨大な分泌孑lがあるのに對して、ヤマトシロア

リのは長方形、帯黄渇色で分泌孔を有して居ない。翅眠は

第1圏に見られる齢こイヘシ両アリよりヤマトシロアリの

方が複雄溌配列をもって居る。

萠侭の分布池域は可成差があり、ヤマトシロアリは日本

全國到る所に分布して居るのに對して、イヘシロアリは阿
部康郵璽)に依汎ぼ、「1月の平均氣温4oc,同日中の日最低

、

氣温の平均0°C以上の地域、即ち静岡縣以南の各地に限ら

第三 岡
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中野：日本iこ居る白蟻と高蟻捺知の鶏診増幅装置
一 一一一一 ＜一一一一 一

ing"'ztemfor煙爵mited&tecfionと言ふのが認介曹れで居

る．北米合衆國白蟻研究委負曾"恥§太平洋電話電信禽杜と

共同し傑試材中の白職の騒香を探知する目的でその裟置を

組立てたもので、元來地中の巣を發見する目錨で作られた

もの雷はないが、將來は之を改鐡して地中の蕊を發見する

のに懸開出来るものとす秘ぱ機だ便利毛はないかと恩はれ

為。以下原著に従ってその内容を紹介して見やうと恩ふ。

｢北米合衆風白蟻"隣擢員霞はその研究過窪に於いて、現

在のラヂオ､1．－キー､蹴蓄其仙類似の器具に使ばれて居る

と蕗同様の装置に侭つで微細な香響を堰幅譲大する方法に

依6、木材や立木丙の白蟻の活動をその材叉はその樹幹の

表嶽E探知鍋来るであらう、と言ふヒントを得た。との蒲
想を試壷するために太平洋蹴話電信曾斌の猿師達の媛助を

受け、獲験は同電話會斌の溌騨室で既に蜜騒濟みの幾つか

の装置を組合せた瀬幅裟置一式が用ひられた。この賞謝こ

閉ひられた蛙置の主要な要紫は蕊4圃中に示めされて居る

様纒、必らずしもこの目的刀ために特に設計されたと言ふ

もの壷はない。この装置の最も重要厳要素陰晉源から發す

る機械的波動をpickupする仕掛である｡(第4"A)この特

殊な装置は一種の電氣的香欝再生装澄で、この器械の内部

に於ける作用は丁度最近の電蓄に見ら艇る嚴に聯鰯された

竜氣回踊に箭謎Lる砺流に或種の麹b，郡ち香の抑揚を起さ

せるものである。この鍵化は擬動する表面に置かれて居る

再生用の針くめIこ感じたものと同一種類のものである。との

型式以外のピックアップ恩･香も稽々良好と言ふ程度の結果は

得られたのであるが、砥鋳型のものがこの實鰯特殊條件下

種ば最良の成績を得てゐる。第4脇に示めされる總診溌波

器酌の一種は患者の心臓脚省や其他の香をきくのI運同時に
多数の入煮に依って聰く事がM錬るので、専門の醤者達に

使用されるもの電あ覇。叉電氣的藤遜装置を取付ければ、

こうし龍誉を恩ふ通りに眼めたり弱めたりすることも出来

ると言ふ事である。第3園c及びりぱそれぞれ耳掛レシー

グアーと圓錐型ラウドスピーカーで、増幅器の再生波は望

みに依ってこのどちらへでも切換へられるのてある。第4

圃恋及び通'に示される二相増幅器はビック了ツプに依っ

て生じた擾動の振幅を高めるのに用ひられ､これは80～100

デシベルの増幅力をもつものでなければならぬ事が剣って
〆

ゐる。その意味はピックアップ．からの力臓受話鵜やズピー

カーを働作するために1億乃至100億倍に増幅されなけれ

ばならないのである。デシペ几〈7)と言ふのは邇信回路の効

率を表示するために騨々用ひられる測定の執立であって、

100．］の力の比に糊鴬する綴定められて居るものだから､例

へぼ職10デシペルの増加は1m.1X10=10,即ち10の力の比

を意栄し、20デシベルの増煎は1“'×20＝1礎創ち10醤の

力の比を、80ヂシペル⑬職加ぱ100.1X"=108｡邸ち108の

4

b巣を摘出してし蒙織なければならない。蕊は主として地

下にあるので、巣の探知を兼誕た所謂「堀凝法』に依魁の

が一鵬最も確蜜壱効果のある方法と考へられるのである。

所がこの方法では災を完全に摘出する篇には、巣の周園を

可成深く堀り下げなければならない厄介さがあるし、叉松

自磁が磯凝分や水分等を吸收す蕩馬に必要な細根誼遮慰な

く切断してしまふことになるの窓、特に夏には木の衰弱を

錨<恐れがあり｢角を蟻あんとして牛を殺す｣締果にならな

いとも限らない。従って薬害が少く浸透力のある蕊割を使

って蕊の耀蒸を行ふ事が出来れぼ最も技術的に優ｵ’'た方溌

であると恩はれる令菓の蠣蒸に職〃画一凡・ピクリソ(Gl1mf

picrin,"IgNOz)がよく零げられるが、之は多没に使用す

る時､薬害を考慮しなけ：しばならな､↓ので､むしろオルソデ

イクロールペンゾールO:nnodichlorbenzo1か、パラデイ

ク祠－ルペンゾールIMI"diehlO1benz｡lの溌なものが松

の生髄に鋤しては比較的薬害がなくて良いと考へられる。

元來白蟻は裸の状態では薬劉に對して弱い種類で恥大島正

滿陣士が台灘産イヘシロアリに就､､て19種の防蝋剛の殺鐡

力の試験を行った結果･忽稔、鍵死隻でに野ｸｰる時間が賑短

9.1秒慾最長94.0秒の範園であ，、テルミ}､－ルZ認鋤；

最も成鏡が良かったと述べて居る。筆昔が三保の松原に於

いて、摘出した災に就いて蜜議した所、］'蕊の白蟻をオー

ブン状態のパラデイク百一九ペンツールで試験して一晩で

完全に雛死する事資を確かめ得た。薬品の使用錐に就いて

は精密な質職を經て居ないが､約10"1･を使用した。何湛

にしても典の位置を測然と探知することが白蟻、特にイヘ

シ戸アリの騒除上先決問題となるであらう。然し現在その

目的詣充分に果すだけの優れた方法はない。

x X X

話は鍵って、北米合衆國.力，フオーニヤ大學のK･f)id

教擾他5名の共著になる堅｢白蟻と白蟻蕊徐」TermiteStmd

'rerlnitccontuol (1934)と言ふ書物には丑.C､Barton氏

に依って、白蝿粟知の蕊診増幅装置An imdio-amplify-

第 四 鯏
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中野： 鳳木に居る白蟻と白蟻探知の聴診増幅装涜
一一 一－－－－－－＝一

とR.C.BRrton氏確鈷ん電居る。

× × X一

との装置の震要な要素がピックアップ層ある事は紹介者
であるB.C.BwIrton氏が繰り返し議調Lて居る所からも

充分察知出来る。この認上用の針の接鯛陣地面の識な多孔

性の物縫に對して、直ぐに有効であるが庭疑問であり、陵

にそれは地面に辮湊j－る固い物臘藷使用ずろことによって

防ぐとし竜も、地中の蕊にひそむ白蟻壷刺戟することの困

難な識､地中を鱒獺する振動の撞く後量のものをピックア

ップする仕掛けの織雛界の問題等、大いに霞難な問題が

あるが、た壁かうした装澄があって探知し難1，､白蟻の活動

を確資に把握出来ると言占班催ぞれをきいただけでも愉快

である。

筆者はその後の白蟻研究要員徴の動向を探知しやうと恐
、

ろ恐るピッ･クアツフ，をかけて見たのであるが、譲者の再生
、

装置は差程有効なものでないので、た鱈雑言まじりに同委

員會が鉦に解散してしまったらしいと言ふ風のたよりをき

いただけであった。

北米合衆國でぽ雛課に従事する一つの有力な磯關があっ

て随海外の調査研究はそこで速かに自國語に鐸さｵ'薪研究

者の手元に希望に賑じて何時でもCo癖力麺さ艇潟と言ふ

仕組になってゐるそうで、識こうらや讃しい限りである。

白蟻の蕊を發見雛認するための探知器も早く發明されねば

ならぬと恩ふが、かうした海外の研鍵動向を一日でも早く

キャッチ出来る最も有力な探知瀞が最近の筆者にとつ定最

も蕊奮れるのであ湯。この様な機關と研究者を中心とした

研究室乃至は研究機關を聴診踊幅器中の装置に職へれば、

彦ツクアツプと増蛎藤とに噛り、更に概究技術等の普及機

饒はラウドスピーカーに常るであらう。有力なピックアッ

プ橡小容量の瑠編器でも充分にスピーカーを鋤作し得る験

に、優れた海外研究巻の研究達探知する有力な謹關の出現

ほ、ひいては技術の進歩發展にも大いに害興ずるであら

う。〔1950.2.15） 一.完-ー

力の比を、それぞれ意謙す港ので為番。この方像によつ､r

表示すればこの二相増幅器は之を同時に使用詞'L"120デ

シペルの性#露發揮ずる。:即ち1012の力の堀加を準備す

ることが出來る。

機械的或ひは職氣的原因からこの聴診埼幅盤瀧に入って

來る他の不必要雄擬動は橡知又は探知しやうとする第1次

的作用の波勤と干渉するかも知れない。例へぼ、人が室丙

を歩いたり、室丙で騨高に話したりするとそれは供試物中

に機械的な波動を起すだらうし、或ひは附近のエレペータ

ーや自動車の定行等によって起る電磁氣的障碍はこの装麗

の中に不必要に介入して来るであらう。之を防止出来ない

とすれぼ、それはたち重ちレシーザアーやスピーカーにも

作用する筈である。この濠に白蟻に依って超きれる香は他

の障碍で覆ひ被されるのである。従って之等の原因を是非

濾過し去る必要が起って来るのである。第3岡乃のキヤ.ピ

ネツ1､にはこの不必要に起る波動を除去す愚作用をもった

多歎の臨無的澗過器を入れて居る。この漁過器はそれぞれ

ちがった位相（8）の波動蓬睡別する事が田來、高周波･低周

淡中周波何れの波動でも任意に霊す事が出来るのである。

この試験には次の様な性能の濾遜霧が使剛されて居る。

高周波300サイクル、3”0ザイクル、5000サイクル、

低周波300サ/『クル、釦0サイクル、 700サイクル、

1100サイクノ脾、1800サイクル、

中周波900サイクル、1100サイクル、

遮験室内の識験を傍鶏して、どの装置で供試材中の白蟻

の存在を探知す渉事は差程難がし弾､ものではないことが證

明されて居る。白蟻に依って生ず烏香の効果は臓過鵬を側

らかせなく共充分き上とる事が出來たが、勿論購過器を通

した方がよりよく探知出來た之云ふ事である。スピーカー

を使ってサンフランシスコのクリフ1､ 。ホテルで行はれた

公開賓験“の席上では明らかに5‘人の人生$こ依ってきく事

が出来、多くの場合白蟻の騒雷をきく前には材を輕<叩く

必要があった。それは材の中の白蟻を刺戟した時、彼等が

その大鰐'0>をカチカチかみ合せたり､頭を壁に叩きつける

ので材の表面Iざ博って来る機械的振動が狸ぬられるからで
あら5と思はれる。この香ば人によって種々な表現の俄方

をして居るが、堅い物匿の表面に非溌に多くの米粒を至近

距離から藩下させる嫌な香であったど言ふ事である。

野外に於いて樹木や電柱を對象鋤として行った鶴數では

醗線や樹紫に雷ろ風の衝動力鍾因して雑書壷生じ、あまり

有効な結果は得ら通なかった。

この溌鐡に使3つれた装置腫賓用的に臆あ蚕り高値すぎて

どうにもならない溺、更に研究力謹必纈より良好な感度を

もったピックアップ・の發明庭按って差程聡幅力を要しない

事になり、少容量の塘幅器でも間に合ふ綴になるであらう
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特用樹 澱灘鯉閻鰯麓
施策を探った結果、再び植栽熱が

栽培の状況E促進施策について蟻んとな'､その…河歳，鰯
待されるようになった矢先きに日

片山 佐叉 華事鍵より太平洋鰐:え突入し、
植銭は中縄状態となり、立木は、

或は薪淡用として、或は食淑肴産支障木として、無差別に

凱伐されて、分布蝋は激綾したのである，今、その減少の

状態の一端を表わすものとして、昭和13.16.21.23年の各

年における主要職産欝の分布の推移について、府縣の調査

に蕊<ものを獺げると、次の通りである。

特用樹木の植栽が最近蝋んになったことは、特産林業の

振興上、誠に磯ぼしいことであるが、それは、他面、農山

村の經濟恐慌采の一端を瓢うに足るものと云えよう。

由来､農山村にありては、經濟不況に見舞わ江ると、副

業熱力渤興してくるのが例毛ある。蓋し秘農山村民の收入

の増加を岡る最も有効な方法として考えられることは、土

地の高度利用と、除剰勢力の吸收であろう。この雨着を同

時に満たし得る適切な方法の一つとして、特用傲の栽培が

あげられる。農業睡螢の一環として特用樹を導入する必要

性を要約すれば

イ、投下資本の回收が、一般樹木の場合に比して極めて

連で､職ね埴栽後歎年目から收益溌翠がり、爾鱈目當

長期間に亘り年痴收穫を保綴出來る。

ロ、栽培の管理經誉が、一般農業や純果隠園蕊に比して

簡易であって、素人でも充分經瞥出來る。

ハ、努務の吸收が､一般造林や､萄談林經誉の場合に鱒

して敷倍乃至十駿倍多く、且つ、農業との努溌配置の

認整が行われ易い。

＝、特殊林産物の用途は、その品目により異恥叉同種

類でも用途が多岐であるから、一般食料農作物の債掻

の愛動に直接影響されることが少く、従って農家錘濟

に弾力性を附與する。

ホ、特用樹の栽培箇所は、主として里山地幣や休閑地で

あるから、箇所に一般没業と競合しないのみでなく、

反って植栽地に蜜、滞類の間作を行う場合は、間"h

入と共に、植栽木に封する手入擬を省略することが出

來、土地の多角、集約利用の徴を蕊げる。

元來、ウルシ、ハゼ等は謹瀞時代は棚或は蕪の財政政策

から、或は武具製作蚕材の自給策奪から、各藩主は謹力に

その増随政策を探った結果、各地に盛んに植栽せられ‘生

達量も、明治初期頃は、ウルシ10蔑貫（現在1蔑貫）木

ろう2,000蔑斤観在300蔑斤）に達したのであるが､大

名う雛落した結果､狸制的こ糖栽させられた地方ば、逐次

衰椴し､避民の自毘と、立地條件の恵まれた地方が$今日

なお相鴬の生産を蕊げておる炊態である。

昭和年間に入り、政府は、幾山村不況打開の一方策とし

一
年
２
２

末
《
森
獅
蝿
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唾
痴

３２

″

"6年末｜
－宇天I
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潮
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|啄岬年末｜

畷
樹 種

“{畠蕊
計

ウルシ
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前表により知る如く、昭和21年迄ほ、減少の傾向を辿っ
ていたのであるが、その後植栽熱の勃興を反影して聯昭和

23年末現在においては、分布数は増加しておる。

絡職鍵國丙諸物資が飲乏した結果、特珠林産物の果す
役割が意外に大きく且つその償絡が異常に高騰した。これ

がたあ農山村民の特殊林産物に對する認識が非鴬に昂まっ
た厨え、皮肉にも震易の再開ほ、我國の經濟副謂に大きな
影響を及ぼし、販箇侭絡は逐次4患常状態に復諦しかかり、
それと反對に、農山村を鴎いかかった經濟不況ほ、彼等に
有望な副業の振興に異常の關心を排う必要にせまられ、こ

れに、政府及び地方臆の珊樹艇勵施錐と相俟って、最近の

特用樹の増植熱ば、識に目覺霞しいものとなったのである

・昭和22年以降における主要特用樹の臓闘伏況を示すと次
の通りである。

維職後特産樹植栽疫綴

念

心

樹 爾 ｜鵬制鯛隼度' 23年度｣2幽年度
町I 町 町

アブラギリ 195.6 “6.3 847.0
ウ ル シ 128罰1 302.8 540.7

ナンキン"､ゼ 0．2 48．3 88．3
ゼ 196.3 157.9 ! S24.3〃、

コ ウ ゾ 191．5 490.3 439今2

ミ ツマタ 844.03 891.2 1,566.9
ク リ 571.2 ］,030.2 1,159.3

15．9 87．3

齢 3178ク ル ミ

シ ユ ロ 68．8

ツ バ キ 27．1 34．4 96.4
アペマキ 20
キ リ 0，1 4．6 135.8
ヤマモモ 6．1 14．2

〃 ス 34.17

其 他 “､1
計 1 2，240．7 3，516．4 1 5，7763

135.8
14．2

34.17
“"1

一

5,776.3
一一一－g Gp一一 口一や 1■■一つ －－－‐一歩－－

(筆者）林野臓侍産深長 一

一〔18）－

庁



片山 ：特用樹栽培と促進施策
一
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なお、昭和25年度以降五ケ年間の署植常寵は、次の邇b

である。

特殊林達樹増植五ヶ年計霊

！

“00'0~203,5001
60010～20 5001

200
石，

'501

鋤
石
印

１10

10

シユ画

キ リ

特用樹の増植について、現在、政府の探っておる施策と

しては、次の如き恥のである。

1。栽値の助成

2‘肥料の特配

3．優良苗木委託養成

4．模範林設定

先Fず､新植に對する助成については、前記の植栽計聲1畳、

基いて、その新値經菱に野し、國識四割、府縣我一割､計

五割の補助を行っておる。なお塾新植愛の単僅の標轌こつ

いては、特用嵩の特殊性に鑑みて、一般鎧林の軍債に比し

て2割以丙の増額を認めておる。即ち一般造林費の軍痩2

萬圓に對し守蒋産樹の場合は、最高2麓4千圓である。

肥料の特配については、特産樹植栽の際の基肥用として

硫安及び過石を、町営り夫舞2噸及5賃の割合で特配し、

なお、ハゼの成立木は對しては、輸出用木ろう増産促進用

として、特に、町営り硫妥130段、過石65賞を特配した。

苗木委託養成については、油脂資源樹造成の急務獲るに

鑑み；て、ウルシ、ハゼ、アブラギリ等の擾良苗木の生壼を

確保し、併せて、償格の髪定を園る爲必に、園自ら勘苗木

の生産を行い、これを賓蜜以下で、植栽者に排下げること

となり、昭和23年度より、適鴬瀧府縣に委託して、養成を

行っておる。それらの苗木の義成状況は次の通りである。

礎璽25零度'26年度|27年度|2$年度|29年度|計・

難
i

ミツマタ1，

。ウ ゾ

シユロ

ヤマモモ

シンジユ 103 362 212 222

キ リ “8 720 758 773

合 計10,22413,20114,22915,36415,

q■

なお、右の五ケ年増産計霊力韓行された場合、將來の増

達見込避は次の通りである。

特産樹墹植五ヶ年計鐙による増産可能見込斌
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54 次に、油脂資源樹漠範林設立については、その目的とす

る所は、『油脂植物の模範經織林を設定して、その譲議研

究の敷果を一般に普及し、油脂植物樹林遥成技術の臓上を

促進せしあ通以て林産油脂生産の増大を岡り、併せて、そ

れ等植栽昔の利益を増加せしめる。｣であってE昭和2型年度

において“獄を設定したものは、ハゼ林3箇所（熊本、

愛媛、京都)､ウルシ林3箇所（石川、京都、岡山)､アプラ

ギリ林3箇所(千葉､瀞#、和歌山､､ツバキ林2箇所(東

京、長崎）である。これ等の棋範林は、今後､現地におけ

る栽培經瞥指導の基地として活用して行く方針である。

シユ画

林野特産樹の收獲漂準
し
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以上の施策によって、特用樹の蛎植と、栽培技術の向上

を岡って塗る'のであるが、今後、栽培者が、億に、特帰樹

一（19）－
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，､ゼの木は、各地に、夫々優良品種瀕分布｛て諺り、中

でも、昭和顧遡、葡萄職等が礎〈推奨されておる。ハゼの

木は，接木が容易であるため、姪年擾良品種の接木苗養成

が，相鴬普遍化しで来たことは．喜ばしいことであるが、

未だ全苗木数から云へぱ、その半ぽにも達しない糠であ

る。なお瓢存の劣悪品種立木の接木による敦良を、栗と同

溌､大いに促進を要する所であ鳥。他面．それ等の優良品
瀧ｳ&､箇所的にどの程麦箪壱礎秀性を保持出來るかと云う

廠焼ｸ:、筒今後幾らか残されておる。

油桐は、前述の如く、結鐵の優劣力鍔しい･ばかり震厳く

繍種でなく種騎により、日本種、支那種等の別があって、

これ等は、結礎迄の所要年敷に差異（日本種7L-S年、支

那甑3－t年）があるのみでなく、礎から独の收率にも相

異（日本種25-30％､支那種30一錦%)があり更に油質

においても、支那種の方が優れておる〈主成分のエレオス

テア．リン酸が、支那種80％、日本種50蹄>､唯、日本瞳は、

寒霊に對し、幾分抵抗力が狸い長所を持って塗るのである

が、一般的には、出来得る限り支那蓮の植桟を行うこと

力靖利〔ある。ここに云う支那種朧､揚子江薙域地籍に分

布する所謂3年桐を指す~のである。昭和ｴ0年頃．贋緬h桐

の系統に近い嘉蕊油桐の種子を内地え療入して、こｵLを支

那油桐の名においてその種子から養成した苗木を各地に植

栽し．ご成綴不良X儲果を招き、一般に支那油洞の不評を買

ったことは、笑えぬ失敗であつ池との不謡が現潅尚、

地方により．とは、支那油桐の管及に悪影暮しておることを

聞くのであるが、儲I種選澤の重要さを教え患好例である。

なお、支那種は木により、結撰量の差異力蛭ずることが

比較的少いのであぉが､矢尾り品種的に敷種類あるようで

ある。筆者の氣付いておるものだけでも．三種類にI認I釧

來る。

今後支那汕桐の固定優良品種の確立を濁ると共に篭接木

苗養成も平行的に普遍化せしめたいものである。米國電は

既に優良固定品種が出来ておる摸溌種ある。

〔2）肥培管理の改善

特用閥木の造成、即ち、樹塗抹鶏こおいて侭､果樹園遂

に比して、その管理は糟典簡素であるが、然し、生育を促

進し，生産段弗墹加するためには、矢張り或愚程麦の施肥

が望ましい。特に植栽後10年目頃になゐと、相鴬地味のよ

い所に成立してお為ものでも、緒徽量が減少し初あるので

ある。よく栗の木が、10年塑賓になると、髭の粒の大さが

段々小さくなると云うこと篭鶴<のである。斯かる場合多

くの着ば、その様な傾向を辿る品種であ葱と簡箪に考えて

おる様であるが、その原因は主として．毎年探資による地

力の減退に韮<ものである。樹勢e維持ば、普逼主として

落紫と降水による義分補沿で行なはれるものであるが、最

栽培の有意鍵なことを享受し、彼零に副業としての安定感

を災えるために、栽培經誉面に改善を要するものと認めら

れることが､可成りある。その函、生産品の阪費及如工方

法の改善並に生産品の需緒面からする植栽鐵種の選定につ

いてば、次の磯欝に譲ることとして、今回は、栽培按術上

一般に弧改善の必要を認められる事項職こ、今後研究の必

要を認めら』･しる事項の二m三について強ぺることとする。

fl)品種の改良 ・

動植物の別を間は手、その育成上、品種の選鶴改良の

必要なことは、今更云うまでもないことである。樹木、殊

に特用樹篁ありては、侃種の優劣は、その生産物の鐙及び

蔓鰯蝋駕秘蝋:蕊撫寵
結奮量は2分ノ1乃至10分の1に過ぎない。

又、ハゼの木は、植物學｣雌雄異珠であって、種子を播

いて蕊成した苗木から普通3割溌庭の不結賓木が生ずるの

であるが、そｵ1は7－3年生になって結奮朝に達しなけれ

ば､南極の腫別が判然とI看難い｡､これ等の判別は、經諭者
ほ、苗木の根形、枝ぶり等により或る程変の鑑別を行っ

ておるが、正確度充分とは云えない。祷山茶花について

蝋樹姿、花の形､色等によって一應品種の優劣億論ぜ

られておるが未だ満足する域に達しておら癒し､。然し、

この樹種は､挿榔断義成ｳ割合容勤であるから、その方駿

によって比綾的無維なi職種選撰が渦衆愚のであるが、根

本的な品種の改良が未だ殆んど行ほれておらない蒋嚴であ

る。

特用樹中品種の改良が最も進歩し､でおるの織了栗と、琴、

ゼであろう。雨脚種共段國におiﾅる栽培の謹史が古く、篤

農家的研究家が多数出ぜて、品種改良に貢軟しておる。特

に栗ば最も研究が進んで鱈ろと云える。その中でも注目

すぺきことば、梯士栗、利ﾕI操、R･ﾉ春、宮川等の所謂、

支那栗系の甘栗であるか廿味の憩いこと健勿論であるが，

澁皮e剃維が容易であることが‘今後の需要面からして

も、叉嬢出面からしても，極めて有利な艤件であると云え

る。これが一層の改良と普及を圖ることが、今後の課題で

あろう。この甘栗系は、病銀害．特に、タマパチの披害淀

野する抵抗力が，柴栗に比すると確に壷心犠であるが、銀

寄、津展、今北、長光寺等に比すると、必ずしも温いと云

えない嘆醗であるが．目下、愛マパチ被害地で調査が進め

られてお患。この中國珊方を中心とする栗の、翼マぷチ被

雲は、或る意味において、松毛職の被害に準ずる壗報を呈

しかけており，近畿．長野の一部にも、侵入した錬嫌であ

る。林野鵬としても、本格的に、對策を識ずることになっ

たのであるが、連に、徹底的對策樹立の必要を痛惑する次

第である。

一
一

■

生
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密植に過ぎることと、間伐不充分の二つの因子が．各別又

は併立しておることである｡蝉位面薮営りの植栽本數健、

土質、環境等に典って、一概腫云えないことは勿論である

が、例えば､､一町歩営’グノ､シ1,003本クリ500本を一般

標鵡とするのに對し、ウルシ3,000本、クリ1,500本を植

栽しておる所が少くなく、叉植付本数は、比絞的少いので

坐るが、その後の生長良好で、隣撰木の枝と互に錯綜し、

樹冠は、己むなく上空に向ってその活路を求めて細長く伸

び、從って詰鐵ほ上端に僅に蒲生し､こおる欣態毛ある。

f 此の場合、適當の清伐を施行して、空間を作り、枝張り

も、榮義分に欝む種霞を、塞ぐ深駁する場合は、樹木の榮

表吸収と、その補給との均衝が破れて、樹勢は早老し、結

雀鐙は菱逼するのか常然である。

鮫に最少限、毎年の生産種賛に相営するだけの肥料を人

工補給してやれば､樹木の早老を防止して、高年迄樹勢を

維持できるのである。然し蘭樹氷は､一般にM聯樹になっ
て肥大生長が顯著になると，特に擬養が多､<必要になって

くるものである。用材林にありては、技打等を行うため、

自然にその鵬係が、或る程度調節緩和されるが､特用樹は、

枝張りを寧ろ必要とするから、探寶の黙を考えなく共、肥

料の補給の必嘆があると云える。

揚子江流域地方でば､油飼は品種にもよるが、一般に早老

であって、結繊の最盛期は、、年生前後の地方力等<、20

年生頃までも最漉期謬織ことは稀であるとのことであ
る。この主原因の一つは､無施肥によるものであると思う。

ハゼの木に卿凹して、結霞量が2倍－3倍に婿加した例

腫妙くなく、5釧程度の増收を琴げることば普通である。

叉油桐の萱の收油率が、少しの刷胆で数パーセント上昇

した例も聞いておる。

以上の如く、特剛樹木は、簡単な施肥によって收礎量を

増加するものであるから、堆肥、緑肥等適鴬に施すことが

望ましい。又．ハギ等の肥料木を混植することも、同綴な

結果力鵯られるから大いに資行すべきである。

（3）間伐の勵行

林木の生長愈彰婿加さすために間伐を行うことの必要飯

ことについては、一般に、或る程度認識さh"ておる所であ

るが、特用樹木の疎密状況が、その生塞物の收謹に、如何

に大きな影響を及ぼすかと云う黙につし､ては、今後筒普及

宣傳の必要が大いにある蛮精である。云うまでもなく、種

資は、採光通凱の良好な樹冠の部分に最も炎<蒲生3-る

ものであり、叉樹冠は、採光、通風の良好な面に砿張して

行くものである。即ち、特用樹賦塞間を充分與えた場含

に.最上の樹形と、最高の結鐵が期待出来ると云える。

織漆、釧旨等樹脂の探取を目的とする樹種においても

樹冠の魔いもの即ち枝張の良い樹木程､樹脂の生産瞳が多

いのであ塔。

用材糠にありては、舩令以後縁．樹幹の太りを促して、

枝の徒長を抑制する施業方巌が考えられるに謝し、特用樹

林は、個産の樹木の鱈冠力礎分錆張電き得る操に施業する

ことが必要である。即ち、用稼林の施業ほ，林分取扱を主

にするに對し、特用樹林は、侭樹鈎取扱を主にすると云え

る。

斯辮E特附樹と採光､邇風とは､密接な關係にあるので

あるが、各地の栽璃ik況を見る.と、未だとの鮎に一般の細

識が不充分:と思えることが屡毎ある。即ち、その原因は箇

を良好にしPてやれば、結蜜鐙は倍加することは確溌であ

る。唯、置伐實施上注意を要することは、睡変の間伐を一

時に行う場合は、樹勢に急激の鋤bを輿えるため、却って

一時釣に緒實を不良に階らすから，斯かる場合は心2畠－3年

計謹にで、徐々に疎間を行う必要がある。

× × ×

「後記」

この記事の主意は分去る6月27日、林業試駁場内、樹蕊

"暁曾の例曾席上で、講演心たものであるが，同曾幹事か

ら、篭営な誌上に發表するようにとの話があったので、執

鐘した次第てある。 （25.7‘5）
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林學博士西垣晋作先生外十三鯉威執筆

;I壹扇舞蕊寳蘂｜寶罵林業寳典
正債500園〒30m3･6判・約650頁
極上製奉

／第'部森穂經理第2部森林評侭

｜鯛瀞爆蓋鯛:懸

鳩|議鶴溌驚
内容充寶・同類書の這随を許きず，大好評!！

林業・森林業者・木材・木工等の技砺者,學生
必携の指導書

發行郡數賑定あり，部数をまとめて御註文の場合
は割弓iの御相談に腰E重す。

白
戸

東京都文京唾森川町二番地(東大前）

發行所佐を木圖書出版株式會祇

祇長佐々木榮一
振替口座東京15680番
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特用樹増蓬策に ついてあれ

彌 榮

これ

白 井

増殖を奨勵する場合に鳴物入りで活發に行われても肝腎

の生産渚は左程まで深い關心を持たないで、誕勵宣傅が行

われる毎に、「またか」と思い、一鵬形式的にその奨勵の

受入れをするものが多く、本氣で熱心に努力を柳う穏度の

ものが少い。生達者自身も特用樹種は訓輔に重漢性のある

ものだと云う事も知っているし，又熱心にやれば有利に經

蟹出來るものである事審知っていて仲盈出来ないのであ

る。勿論そこには勢力の事情、黄金の事情等はあるが、若

し將來有利に而かも確賓に經濟利潤があるならば、土地使

用者は努力事情も寳金事情も左程苦にはしな､､が、過去の

歴史が臘来の確謹性に疑いを持たせたのである。

掴、塘産の奨勵は集荷荷捌の態勢から′

過去に何回か繰返された漿勵は、増窪挺勵督勵週間等種

盈の名目で人員と時間と多額の經蜜を使用して行われた．

其の結果は一隙数学的には相営成績が蕊って報告されたも

のと思われるが．その濟鐙は形式的な質行が可成り含まれ

‘ているから、年と共に不成績地力婚加する傾向はいなむこ

とは出來ない。即ち一方挺憾非常に成綴の良い所もある

が、反面名ばかりの増窪の跡に出會うことも腫友ある。そ

の賞情を聞いて見ると、いやこれは申し課にやったので、

どうせ奨勵されるものほこ上二､三年ですよ正直に一生

懸命になると馬鹿を見ますからね．と云う者が可成りあり

中には開墾地に取られるから申謹の造林をしているもの、

造林助成金につられて植栽したもの等があって將來の成績

には展劉から餘り希望を持っていない。過去の蜜箭を顧み

ると斯うした例が屡々認められる，極く最近においでも昭

和七、八年頃多角經管が唱えられて、抽桐、栗、みつまた

しいたけ、マオラン、ヒマ等ヵ撰勵せられ戦争が激化する

に従い油桐、ヒマの如きは農村単位に割徴が行われ、それ

が學校、或ひは役場、叉は森林組合等色盈の系統から各家

鴎こ傘溺制的に植栽した所も決して少なくはなかったつが

その奨勵は増殖する丈の奨勵で、さて收換する頃になれば

切角生産した種子や樹皮は森林組合、役場等に持って行っ

ても、そんなものを持って來られても困ると断られて取扱

ってもらえないのが普逓で”時折田舎を訪れる蔑屋によっ

て市場侭機とは思いもよらぬ棄て値でやっと愛ってもらえ

る程度が關の山で､大部分は買ってもらえない爲收礎しな

いで其の礎すて置き遂には農作物の邪魔になるから伐採さ

れてしまうのが普邇であった。こうした温去の歴史を振り

林業の主要産物である木林は云うに及ばず、森鉢からの

從的生産費源に至るまで戦時中に除すところなく利用し識

された。敗戦後の今日各種産業の復興に必要な森林源料が

林業に要望されていながら，戦後数年を經過した今日、既

に農山村の恐慌が叫ばれて来た。それに饗塵する爲林業上

にもその多角穣誉と經瞥の合理化が急速に講じられようと

している。しかし乍ら林地の多角經管は今日初まったこと

ではなく、過去の世紀に何回か唱導宣傳せられて来た事を

思い出すのである。現在特産物或は蒋用樹種として油飼、

栗、みつまたこうぞ、はぜその他各種のもの力鞭り上げ

られているが、過去においても大正の初期、中期、昭和の

中期においても同溌に奨職せられた。斯くの如くその必要

性が間渇的に、或は波状的に超つ､て來ることは眼ち林業の

みではなく旗く經濟界の常性であって、この波長は産業の

種類により異なり、この振幅の差も亦帽蓮勘鎚る。しかし

工業､農業等の如く短期間に増産して需給のバランスを調

整し得るものは、戦争等特殊の惑購によるものを除いては

その波鐵ま割合短かく小さい。しかし林業の如く原料生産

に比較的長時日を要するものは、需給のバランスが破れる

に長時日を要する代りに、一旦破れた場合催その調整Iこも

亦長時日を要しこの波長は比較的大きい請けで、一朝一夕

には修正することが出来ないのであるっ

1．特用徴穂の計躍の重要性

生産者の土地利用は、土地の所有者の個人經濟にのみ喪

ねることは鹿めて危瞼なことと謂われぱならないので、林

業の經徴の指導にはその見透しを他の産業よ・り遥かに蓮い

將來を目標に計謹されなければならず、その計識は馴土計

謹に垂いた枢を墾準として行われなければならない。

2．指導の峡随か生産者の努力の不足か、

農山村の恐慌が叫ばれる時に行われた特用職種の奨勵の

跡を見ると、その成績が遺憾ながら営初の計聲に達したも

のが割合少い場合が多いようである。勿誰林業においては

前述のように比較的長い年数を要するためその間に種煮の

事購に支配される關係はあるが、‘より以上にこれを阻む次

の様な原因に災いされてゐるととも見錘すことが出來な

L，◎

イ、単なる机上的墹産に陰り易､直、

聖

”
向

心

(筆者）農林披官。大阪醤獄局照査課
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返るとき、増壷の漿勵は先ず集荷荷捌の態勢を整えるにあ

り、植えよと云うより集めよ、そして何威へ邊れと宣傳奨

勵することが望ましい，例え農山村の－升の棒の賞、一升

の油桐の蜜も他の用務の序に期せずじて森卿組合へ､或は
役場へ、森林組合や役場は期せずして蓮合曾、縣或は又直

接加工曾杜工場に鍵る態勢の指導を岡るぺきであり、これ

が爲には連合曾叉は縣は増窪を叫ぶよりも常時縣内の生産

せられれる原料については、消費會献の所在地.販賢慨格

は勿論自縣産原斜についての取引債格等の接渉を狸力に推

し進めると共に、生産者が持参する原料の概襟を轍時周知

せしめることと、持参した原料の概算金の即時立霄支獅の

措置を識ずれば､増殖を奨勵せずとも現に集め得るものが

有利に現金化が出來ることになｵ測望，瑠殖は期ぜずして岡

られる。

ハ、増殖は適地集中的に

前記の通り從來の増産奨勵には總花的な傾向が過分に感

じられた。特用樹種其のものの性質上より見て、或ほ特用

樹種を植栽する際、閑地利用されることの多い髄精よりし

ても、叉特殊の保育管理を必要とする黙からしても。地方

的の適地關係がある場合が多いの遥あるが。奨職金、助成

金等或臓他の何等かの恩典附で奨勵せられる場合は行政的

に、政治鮠に各郡、或は市町村にzF等にそれを分配せられ

る（隣りの郡で或種必助成金が貰うから自分の地方にもと

云う）傾向もなかったとは云えない。此の結果力蝋年後に

は暫滅する原因ともなり、收穫期には、古くからあった地

方の附近にのみ礎存する結果となることがある,例えば奨

勵常時は凌ぐ各町村に栽培された樹種も時と共に、西日本

においては、油桐は和歌山縣の南部、頑井僻の一部、ハゼ

は和歌山縣の中部。こうぞ、みつまたは山陰山陽の中部等

に落付いてしまうフ

こうした事を想い合せる時、特用樹種の漿繍は先ずその

適當なる地方に、樹穂別に、或る地方ほ栗､或る地方は油

桐と夫舜集中的に巽勵し、保育管理指導に容易ならしめ、

延いては二次的生産である加工も地元で行い得られ、叉收

瘻期には市場性を確定せしめて、消費會斌或は市場より重

頑せられ、版寅に力を用いなくとも購入希望が殺到するよ

う、出來れぱ数ケ町村或は郡箪位程度に、重識的な奨勵と

保護管理の指導徹底を圖るべきである。

2． 指導者と生産者の保謹管理、集荷荷捌についての協力

前述の如く、堀産の擬勵に比し集荷荷捌(現金化）の困

難なる資儲と、特用樹種の管理保護が成果を蕊げるための

重要なる條件である鮎より、團麓、官購を利用し、植栽後

の保護管理について一段の努力,』J集荷論翻りについての關心

を深める必要がああ。勿論前項のように集中的に増産が行

われる場合は、その地方として専門識価者の指導を受ける

ことも可能であり、叉栽培鋤博の交換も行ふことが出來

る。指導者は増産の奨鋤より保護管理の指導と集荷蒋捌の

斡旋に努力し、雨者の一致協力により特用樹種の奨勵に努

力することが緊要である。

斯くすることによって、從來奨勵せられたみつまたの伐

期を逸したのが、小堂づつ鮎在したり或は各戸に何本か宛

植栽した栗の一部分がそここ上に謡在して、附近の子供に

樂しまれるに掴ぎぬ状態や、叉大部分が伐り壷されて村の

端に僅かばかりの昔を思わせる油桐の存在する特用樹種の

奮満から暁することが出來よう。
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の感力窪い。一中"－今から16年前にTVA會議で附與

された訓令に依ると河II流域開發の概念が次のように示さ

れている。即ち『耐航性を改善し､蕊て洪水調節に備える」

と。一中略一資際貯水池用として1,10い00エーカーの土

地が接收され:－その中300,000エーカーは出水の場合を
考慮して見込まれたのである一もともと湖の無かった所に

多蝋の湖が出来上った。それらの9,000哩に亙る汀線はレ

クリエージヨシに利用され、貯水池に附圃する16,500エー

カーが公園とし工利用出来る事になっている。一中略－こ

うしてTVAの最大の功演は河llの利用法を充分展開した

黙にあるが、疏域の開發は漸く始まったばかりであると云

わなければならない。重要な貢献のあらゆる機會を持つ'て

いる場所である洗域そのもの上諸問題に對してTVAはあ

まりにも注意を錦っていなかったのである。テネシ～峡符

の本流及び大きも､支流は調節されているが、多数の小支流

には適溌な保護工事が行われていないから、山腹からの過

大な旅篭が集篭って洪水となる時は、周幽の農作物は全く

脅かされるのである。一中略-TVAや政府叉は州の後援

もあって、峡谷の或る部分に於ては、土錘の損害と破壊的

な表面流失に對する防禦諭な農法一テレス避法一力軟第に

行われている。しかし之は各流域を通じて系統的に行われ

てはいないのであって、各個の農家が土壌中の義分を維持

する篇に輪作すると云う考の結果として行わ“ている蜜楕

である。一中略一統一された流域への進路は無頑されてい

た。と云うのは､溌鐵全農の取扱は鋤読明的技術(De-

mon9t"tivetedmi"e)一それば一個の農家やその集團に

とっては龍力に限りがある一の標本の熟を狼編する政策に

談え向きではないからである。従って流域の總ての士地所

有者には各価ばらばらに自分の道を歩ませる結果となっ

た。一中略一TVAが洗域4蝶山村の政策に乘り出したの

はつい1“9年9月になっての事である。一中略一

19“年MVA(MiSSouriV2111cyAuthority)に對するル

ーズペルホ大観領の提案をも担否して，磯曾はミゾリー峡

谷に對する麓ck-SIoan:Planを通過させた。之憾多くの

異質の目的を同時漣併せ持った計謹であった。これに依る

と、ミゾリー河本蕊腫於て、数種の目的を併せ持ってい3

つの大貯水池と24個の2次的貯水池及び支流に於て28個

の貯水池一合詮て1”,000,000エーカーフィートの貯水量

(IrVA系の9倍)一ｶﾐ出衆る事になる。－中略一アイオア

州のSioux市からミゾリー州のSt・Louisの河口に至る約

1500マイルの堤防力轆谷下部の耕地1,800,000エーカーを

洪水から救うよう庭なる。叉約4,800,000エーカーの土地

に潅慨出來るような設備が作られるであろうし，水力發電

は最大1,500,000キロワットの發蹴能力を持つに至溺と云

うのである。一中略一しかし完全な流域計餓がその緒にも

＝ー一一一一､画⑤一 四一一＝P妄司＝■‐
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抄録
‐～へ－－－一一一一一一

アメリカの唖VAや班V塵②企嘆の大きさには誠に聴

くぺきものがあるが．之は圃土⑬成り立ちが異る我國では

厩似る事は剛来ない。しかし-河川の集水腫域至魁に豆る

瀧嫌磯の綜合性、洪水防止計謹の統一性は我國でも本磁

的にはその必要が感ぜられでいたのであるから.所謂EVA

方式を取り入れて之を筏現しようと云う試みが爲されるの

は溌然である。TVA方式に關してはrTVA.民主主義は

進展する。 (D.E.Xilienthnl l9麹和田小六鐸岩波雷店
●

昭24.」「米國mVA計鐙の至貌，田車義-Q_!「テネシー河

流域開發計笠､安溌皎一」等の邦書こ籍介してあるが、ア

メリカ森林家の論調は如何であろうか､､近蓋誌より次の一

文を拾って抄課してみた谷（野口陽一）籍

MirageofBirerBnginDevelopmeptjBemardnank

an<IAnthony斑Etb6y,AmericanForest,XEIrohl950.

流域開發未だし

従来荒駿した河川流域の開發及復奮が、統一なく断片的

にげわれて來たと云う事費が、1949年4月14日来園大統

領の議曾に對する教書で明らかにされた｡即ち大統領は次

の装うに述べている。

『中央政府の土地､森林及び鑛物費源を水利開發計霊の一

頚として活用する篤に一大勢力が剣捻れなければ左らな

い我々が一方、洪氷を最小限度に郵止する篇に植林､土

壌保謹､荒駿地復遮と云った方面で出来るだけの佳事をし

ているにも拘らず、叉巡方で〆ムの築設が洪水調節計謹の

一部であるとして、之に数百菖弗の金を菱すと云う水文狸

濟には未だ疑問の餘地がある。叉現存する農地が漫蝕に依

って河中に琉出し､次第に無くなって行く事に對して麺徽

な手段を認ずるならば､新しい農地を作り出す開細螺業の

篇に数百蔑弗をも費さずに濟みほしないかと云ウのも同綴

な水文經濟の問題である。一中略－要するに土地費源に對

する中央政府の活動と支出は、それと切り離すことの出来

ない水賓源との關聯に於て計まされなければならないので

ある』と。一中略一

湊際現在に至る迄、どんな重要河川に於ても集水麗域全

遥に豆ろ訂鍵は明らかにされていない。少薮の例外を除い

て健流域に於ける組溌錨な仕事は未だ潜手されていない

のである。一中略一主流に於ける9本の亥ムと支流に於け

る17個の貯水池を包含ず潟流氷調節系を作ってその安全を

跨っているテネンー河流域に於てさえも此の鮎では未だし

「
一
一

心

(譲者〕東京大學艇學部林學科砂防工學教室
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～5月中旬に越冬を鰺つた成虫力鐘卵を行い童すb幼虫は

4月下旬～6月碍旬に、蝿は5月下旬～7月上旬に居り、

6月上旬～7月下旬に新らしい成虫があらわれて､た堂滝に

棚に食い入り讃す.ですから卵、幼虫j雛成虫と採集す

べき目的により、各2cが成育している時期に操らな酢れぱ

なりません。

樹溌毎の害虫を知る事と共に、その地方での害虫の謹育

状態を採集によって知って素<事は害虫防除の上から特
に大切で､説

3．標本製作法 ”採集用具
捕虫網飛しようする虫樹葉に潜む虫、落下しやすい

虫を捕えるのにぜひ必要です。

皮剥樹皮下の虫を捕えるため必要で、小刃のみ篝を使
用すれば良い。

毒瓶捕えた虫を殺すもので、コルクの総のある瓶の底
に青酸加里を蹴旨綿で包んで入れ、その上に小さい孔をあ
けた薄いコルク樫か紙詮をしたものです。

三角紙殺した虫を包むもので、長方形の紙を岡のよう
に折ったもので宝。パラフィン紙かセロファンを使うと良

尊

い◎

竜 脚 執 の 鞠 ，，赤

箸かない中に構造物だけをいくら造っても、結局殆みど不

可能とさえ思われる柔うな新瀧進物を次から次えと作って
行かなければならないことになるであろう。ミゾリ戸河に
於てもテネシー河に於けると同溌にその流域の開發ば未だ

展氣甑であ愚と云つ竃も過言ではない｡一中略一ミシシッ

ピー河に就ても結論は同議に下せよう。－中略一全米各地

に比して大ﾇI鐸岸北西部の自然資源には未だ手を鰯'診られ

ていない。例えば二戸シピヤ州では15,000,000キロワット

が可能な水力の中3,000,000衆口ワットだけしか開發され

ていないのである。－中略－

結論として最近の土地及び治水政策は如何になっている

かと間ひたい。例えばニューヨークのように雨量の多い土

地でさえ水不足に悩んでいると云うことは、土地及び水資

源の取扱上何虚か力悪いのだと云うことを示しているので

はないか。土地及び永の問題に對して我盈は全く客観的な

解答を求めたいのである。

以上の如く此の一文に於ては河)I1のみを重葵覗して､面

鎖的には農山村が大部分を占める集水腫域全般に及ぶ計議
が閑却されていることを大いに歎いている。治山治水と云

うことは大きい問題であって嘩殊に我圃の様な礎風豪雨國

では施物の機能や治山二13作物の撫自にも治水的に限界茜蕊

り．水害防禦の爲貯水池ダムが必要であることも詮が託亡

いる。（本誌103"p.5.伊薩武夫､｡大局的に見た政策的矛
盾や困難も基礎的技術の向上に依って幾分でも緩和されL
ぱ幸と願うものであ石。
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ii)殺し方蛾類は腹面から胸部をつかんで狼く墜すれ
ば死にます、他の虫は毒瓶に入れて殺しますが・青酸加里
は入手がむづかしいかもしれませんから、瓶にアルコール
を入れておいてこの中に虫を投じても殺せます。甲虫は熱
湯をかけても殺せ童･ず。

耐）擁幣貯蔵法三角紙に包み，探集年月日、撰集地
加害樹種等を必ず記入しておき霞す。セロファンで三角紙
をつく沁篭外部から観察も出来童今から、よく乾燥させた
後に、密封出來る箱にナフタリン、叉はバラヂクロールペ
ンゾールと共に入れて藷けば良ぃでしょう。然しな拳完全
な標本を作るに侭、専用の昆虫針に刺して標本箱挺保存
します。

4．標本の同定標本はその種名を同定して鮨かなけ
れば佃値があり童せん。同定は側鑑等によ愚か、幕間家に
見てもらうのが適醤でしょう。

操集の時期標本製作法その他くわしい事縢参考書を調
琴粥スヂ,書鐵悪蛎塞に問い合せ下さい。なぉ近くの農事試

4．標本の同定標本はその種名を同定して鮨かなけ
れば佃値があり童せん｡同定は側鑑等によ愚か、幕間家に
見てもらうのが適醤でしょう。

操集の時期標本製作法その他くわしい事縢参考書を謡
まれるか、鴬研究室に問い合せ下さい。なお近くの農事調

＝

I！
森継害虫採取時期及標本作製要領について

〈問） 水戸誉林署飯塚 蜜

森林害虫の防除の一頚として法律の公布を見叉主掌官公

選が防嫁に躍起の折之れ等害虫の標本を作成して防捺の一
助になればと思ひ標記の通り害虫の標本作成に謝する採取

の時期及標本作成の要鎮を御致示願まず、叉遥當なる参考

雷あれば御紹介下さい。

(答〉 ｛林業試験場保謹部昆虫職室）
1．森林害虫森林の中にいる虫力建部森林害虫とは

かぎりませんから、如何なる虫が、何んの木のどこを、ど

のように加害しているかを、良く観察して、その加害され

た木をも同時に鍵ることが大切です。

2．採集の時期樹種によって、叉同じ樹種でも地方

によって､害虫の種類も､その發生の朕態も多種多嚴です。

したが麓って採集は年中行わなければなりません。例えば松

喰虫の1種のマツノキクイふシは東京地方では粉3月｣洞

職場、大學等でも指導してもらえると思います。

入手しやすい適葛な参考書

職-ド眞幸森林害虫學
野村健一 昆虫學入門

加藤正低昆虫採集手帳
日本昆虫圖鑑25.10

23.12富山房璽180
25.7．北隆館 零0
25．7北陸館 ：[70

溌定北陸館2800豫約
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緑化促進について

京大名懸教授林學陣土佐藤彌太郎
一宗－一員

ー苧一一一￥－

今日私どもの直面いたして跨りまする最も緊迫した犬き

な問題の一つは旗い荒瞬ﾎ地並びに這林未濟地をいかに速

かに復興するかということではないかと思うのでありま

す。この大きな事業を完遂いたしますには、我灸林業に梯

っておりますものの力では到底遂行が難しいのでございま

説そのためには庇<國民に呼びか献巽論を惹き起して、

一般國民の森林に對する認識を深め、さらにそれによって

山林並びに細上の促進という意歓を高あればならないので

あります。その意味におき寮して．先般行われました綴化

運動というものは極めて意義の深いものであり、しかもこ

の蓮勤が年を追うて益盈盛んになり、ことに本年は組織を

改めて金剛に亙って一段弧化描大されるに至りましたこと

は、私どもの非職に喜ばしいことと思うのであり篭すbし

かし一面において我々林業人の側としましては、この際こ

れに對して反省して見なければならぬ問題があるのではな

いかと感ずるのであります。折角此の運動によって高揚い

たしました愛林繍との意欲をいか渡して賓現化し、具臘化

せしめるか．さらに進んではその具濃化を誤りなく行わし

あるにはどうしたらいいかというようなことがこの際我・

含としては考えなければならぬのではないか、言いかえれ

ば、折角起った高揚した意欲に對して受入れ態勢が濯き

・てゐるかどうかとい5ことを私はこの際反省して見る必要

があるのでほないかと思うのであり重す。もし不幸にして

この愛入れ態勢の方が整備されておらぬとすれば、折角の

意欲も忽消錘散霧消してしまう恐れが多分にあるからであ
ります。御承知の通り我とは街頭に殆ど毎日のように「何

々週間」だとか､｢何鈴麓止週間』だとか、あるいは「何禽

遥ｲ醗甚動」というような各種の立札や運動をいわゆる聴接

のいとまのないように毎日繰りひろげられておるのを見る

のでありますが、私はこれを見る度に、果してこれらの運

動が資際においてどれだけの資効を上げておるかというこ

とをいつも考えるのでありまう℃勿論すべての企てに意欲

の高揚がまず先行しなければなら麹ということはいうまで

もないことでありますが、この意欲を資行に移す具髄的な

方策が受入れされておらなければ意欲は戸惑いをするほか

はないのであります。多くの嗣鳧週間」とかいう煙勤が

とかく獣殺されがちなの焔そウいうところに起因する地の

ではないか、そういうことを考えますと維化運動に對し
てもその受入れ態勢がどこまで整備しておるかということ
を蛾討して見る必要があるのではないかと思うのでありま
うも

一、計塞と資行の完蓮これに對しては全國には何百農町

歩の要遥林地があり、何年計謹として毎年の要造林噸訂積
は何十萬町歩である。その所要の1琳數は何億萬本で､そ
ういう計霊力泣てられまして、これに對す為苗木敷の準備
も着盈進捗しておるということを言う人があるかも知れな
いのでありますが、なるほど輩隊面較の割溌、あるいは苗
木の育成ということは、受入態勢としてば最も必要な、重
蕊な條件の一つでばあるでありましょうが、しかしこの苗
木を植纐=るにも、木材の需要計墾が立てられまして何
千蕊石の用材が必要であるっ殆ど畷制的に伐採せしめまし
たことは我盈の今日なお脳裡に明かなことでありますbそ

してこれらの木材が織蕊後童で搬出されずに徒らに山の中
で腐朽Lてしまったものが決して少<なかったとい；こと

もまた今日なお残盈の頭にはっきりしておるところであり
ますb伐木さへすれば直ちに木造船が浮び、木製飛行機が
宴を飛ぶと考えたこと力謬りであったとすれば、今霞た苗
木の本數さへ計識重りに造林されるならば、それで線化の
目的は達せられたと考えることも、同じように早計で侭な
いかと恩ひ霞す。なお附加えで篭林はあとでも申し上げた
いと思い龍すがなるぼと計鐙通りの遥林は進んでおると
いうようなことをさらに言われる方もあり、現に統計の上

､蔭は遥林の五ケ年計聲も着々進んで、植付ができておると

いうようなことも言われるであり蔵しようが、しかし遥抹
は植付けただけで抵邉群が縫っておらないということも皆
さんが御承知のことであり蓑説勿読満水がなければ擢渉ド
はできないのでありますが. Lかし苗木はひとりでに歩い
て山に行くのではないことは、伐木された木材がひとりで
工場}こ歩いて行かないということでも明かであると思うの
であります。

一・植栽の資質的な問題一資金の調達－ここにおいて少
くも私ども健次のことを考えなければならぬと思うのであ
り寵す。それは先ほども申し上げましたように、誰が植え
為か、その植栽ばどうするかという問題であります。誰が
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であります。尤も今目の朕態におき童しては戦時中過伐を

狼制されたりし，さらに引綾いて財謹税を納入したりする

ために彼等の持っており童した正常な蓄積が破壊され、場

合によってはその年伐採した跡地の造林も困難であるとい

うような状臘のものも多いのであります。呪んや進んで数

年前の戦時中に過伐をさせられた跡地．財産税のために無

理に、林の跡地というものをこの際進んで造林するとか、

あるいはさらに進んで他人の山林を買入れて、これに鎧林

をするというような餘力を持って塗らないというのが現状

ではないかと思うのでありま詑從って戦時中に伐採した

ところ，もしくは財産碗を細めるたあに伐採したところを

速かに遥林をしろというようなことを假に言ったとすれば

どういう結果になるかと言いますれば､彼等は自分の持っ

ておる壯齢林を伐採して新しく造林をするということにな

り、そのほかに彼等は資本を持っておらないといっても差

支えないのであります。そうなり堂すと、一綴その結果が

どうなるかというと、統計の上では､植伐の對照表の上で

は壯齢林の面稜を僅か伐って、そして新しく造林地が餘

計できたわけであり童すから､ L,かにも黒字になるわけ

で，植伐均衡という表の上では立涯なことになるのであり

ますが．さて蜜際に考えて見ますと、森林蓄獄のいう黙に

おいては壯餓林が初年の造林に塗っただけ壱結局は蓄穣

を枯渇したことになり，さらに治山治水の上から却って逆

になるという結果になるのではないかと私は考えるのであ

りま振言換えれば、いいつもりのものが逆効果になって

しまうという恐れがあり童す。

一､鐙休促進の受入態勢しかし蓋林未済地を急漣に再遥

林するという手段といたしましては、この部類に厨するも

のは相溌劉裁を持っておる。叉ある遥度の組織を持ってお

る。かつ意欲も棚當持って諾る°だからまず第一に彼等を

動かすことが最も効果的であると思うのでありますが, L
かしいま申したような事情で殆ど餘力を持っていない。狸

いていえば逆効果になるというようなことになる。であり

ますから、喝等を鋤かすとすれぽどうしても外部から造林

費の調達をしてやらなければならないということになるの

でばないかと思いますも私は先ほど受入れ態蕊を考えなけ

ればならぬと申しました。その受入･壗勢の一つとしては

そういう方法がまず第一に考えられなければならぬのでは

ないかと思います。

一、國有林と鐙林そこで考えて見ますと、國有林も、現

在の妖態におきましてばちょうどこの謝噸に脇しておるの

ではないかと思いま売國有林はいわば純粋の山林綴鍵者

であり、大なる組織を持ち、ぞして多年の經職を持ってお

る。挫識意欲におき童しては恐らく一番と思うのでありま

れ故に我盈は迩休未濟地の復興を圃るという意味におい

植えるかという問題侭今日では災鼓的表面的にほ簡箪なよ

うであります。と申しますのほ今日では勢力に除剰が生

じまして、所によっては失業状態を呈して詣ろところもあ

るからであります。しかしいかに勢力が除っておるからと

申し童しても、無償でこれを使うことはできないのであり

ま説しからぱその費用をいかにして編達す為かというこ

とが問題になると思うのであります。自分の山に自家の山

林を有して、そLて自分の家の餘剰努力を持っておるもの

ならば、錐体意欲を向上することによりまして簡単に迩林

ができるでありましよう･が‐しかしそういう例は極めて稀

なことであって、そういうことによって塗林のできる面積

は私は極めて少い面積ではないかと思うのであり議す。今

日簿林の行わ瓢ない現象を見ますのに、鎧林愈欲がかけて

おる，畝除してお腸ということも確かに一つの大きな原因

とは思うのでありますが、しかしそれにも増して鐙林の賞

行を阻害しておるものは何であるかと申しますと、これは

遺体識の鯛達の困難ということではないかと思うのであり

ます｡

一山林所有者の二つの型私の知っておる限りにおき童

してあ患いは私の知っておる範園というものが非常に狭

いかも知れませぬが．これ菫“え､はゆる山林所有蓋は、
造林に對しては今日でももっとも意欲を持っておる人達で

はないかと思うのでありますbしか咄彼等は職種的に進

んで淡く造林しておるかと申しますと、‘決して造林をして

おらな､､現I供であります。それについて申しますと、山林

所有者というものは大別して二つに銑けられるのでありま

す。

一つは純粋に山林によって生計を立てておるもので，他

は乗業者であります。この乗業者という中にも躍密にいえ

ば、それを分けて見れば，山林を主とし・て．他の事業を副

としておるといふ部類の人と、他の頚業を主として、山林

事業を副としておるというようIこ分けられるのであります

が、お話を申し上げる便宜上、その蕪業者という中でも、

山林を主とう-る側の人を第一の部類の純悴の山林家という

中に含めて申し上げていいと思うのであります。兼業者と

いうものは大部分が他の事業壷やって副に森林をやってお

るという工合に、その謡巖密ではないが、話の便宜上そう

いう工合に分けて見たいと思います。

第一の部類に属するもの腱、私の知っておる限りにおい

てはそういう人達は、菅山元では山を持っている人が資産

家といわれたのですが．その賓窪の大部分が立木であり。

森林耀ある。それ以外に殆ど餘裕のある費産を持っておら

ないのが普通ではないかと思います。ですから彼等は自分

の山林を伐操することによって、それによって跡地に造林

をして生計を立てておる。こういう状態になっておるよう
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す部罵に扇するのであり葦すも第一に申し上げました部類
の人贈いわゆる純粋の山林經誉を主としど藷る人達の現状

が先;こ申し上げ室したような有嫌であると､､たし霞すと、

我燕が飛躍鑓な遥林促進を園るといたしますれば、この人

達だけの力に頼っておっては迩林の促進が塾繁れないとい

う結論に到達するのでばないかと思います。

一、緑化運動の焦黙ここにおいて大いに宣隠を相つとめ

まして、これまで他の事業に資本を投じ:ておる資本家をも

動かして、その人達が山林に投資をするように動かさなけ

ればならぬどいうこと力戦に考えられるのであります。そ

れはちょうど先ほど申し寵した兼業の人も入るわけであり

ます。従って今日眞に繍磁動をやって、そうして全國の

絲化を速かならしあるということの蓮勤におきましては、

そういう方面にも手が延べられなければならぬと思うので

あります。しかるに今日の絲化運動はこの鮎に焦黙が合っ

ておりましょうか動洪水防止の根本對策は治山治水にあり

だとかいうことが主として叫ばれておるようであり玄す

が、それだけでは躯以上のような人を動かして林業に費本

を投ぜしむるには力が足りないと申し窪すか、焦職が合わ

ないのではないかと思鞭であります｡何となれば､今日
におきましては洪水の防IEには山林の緑化が必要だという

ようなことは三歳の兒薫も知っておることである。それを

現に行っておらない、知っておってしかも行えなし､とい5

のが今日の拶鐘てある。遥泳に金を出すのは全蝋の國民の

籟刷:のために鶴すのだ、そういうことだけで今日の状態に

おいて喜んで大きな費財を投ずる、そ紅ほどの奇篤な、殊

勝な資本家がどれだけあるでありましょうか。さらにそれ
だけの除力を持っておりまする資本家がどれだけあるか。

今日行わ江ております淵罐動は果してこう、､う奇篤な人

を見出すために-篭宣鱒をしておるでありましょうか』む

ろんそのことも結溝なことでありますが、しかしそういう

奇篤な人を待っているのでは恐らく山を緑にするのには何

年かかるが分らな'"､と私は思うのでありますもそれならば

この人達を勤かすには、動かすについて宣傳の方法をとら
なければなら麹のではなも､か、そういうことが考えられる

のであり董説即ちこれらの人生に對してば軍に公共的な

仕郵であるというほか鐸、林業の事業は決して利盆の少い

ものではない、むしろ相當の有利性を持つ事業であるとい

うことを深く理解せし塗ることが必要でばないか。虞に我

國の山野を綴化し謡有用材の生達を蔵すことにこの山野を
利用しようとするならば、林業の有利性が遜調されて、そ
してほかに向けられておる賛本をこちらの方に誘引すると
いうこともまた綴化を促進する最も一つの大切駁方法でな
いかと私ぱ思うの霊あり輩す。

一、綱b運動方法の反省一凋難の有利性の漢付と融資一

て，この大きな山持を動かすことが融言換えればこれを除

外してはなかなか進まない。大口を持っておるところから

菱-う飴めてもらうことを考えなければならぬのでありま

す。しかし國有林は御承知の通り、先ほど民有林の山持の

ことについて申し上げました通り，零時中ﾖ辮な過伐を獺
制されましたために蓄蔵を減少して溝るのであり寮して、

現在の蓄鎖に基く正常伐採をしておりましただけでは恐ら

くその年度の造林蜜を支出すること郡ようようである。況

んやそれ以前に遡って過伐した筵けの蓋林をやるというこ

との除力を持たないといっても犬きな間違いではないと思

うのであります･でありますから，國有林に對・して現在の

ままで稜極的な造林の砿張を望むことは無理であるという

ようなこともいわれる。しかしそｵ峨撫鯉であるからとい

って、こういう大きな山持を除いておいて、そｵl垂いいと

いうことは言えない。日本の森泳の復興が面積において三

分の一おくれるということになるわけでございます。しか

らぱこの一番大きな割合をもっておるこの國有林を動かす

とすれば、やはり先ほど申し上げましたように、これに對

して外部からの蚕本の流入がなければできないことではな

いかと思う。獺いてこれをやれば、先ほど申し上げました

ように壯齢林を伐つで､そして新しく造辮也に換えたとい

うことで掴結局考えればむしろ逆効果になるといウととに

なるのであります。これに對しては幸いに最近に見返り養

金の使用が許可になったということはまことに幸いなこと

Jありま灸私の望みますことは、そういうことがまた民

脊林に對しても均需されるというとと力詮饅の森林の復興

を鰯る上において最も効果的である．そうなければ先のよ
うな事傭で行われないというようなことを申し上げたいの

であり童す。

一．兼業林業家の避林次に第二の部類の人であります

が、第二の部類というのは、殉こ準し蓑した鍍業である。

言換えれば、他の事業を主といたしまして心その他の事業

から生じます利鐙を林業に振り向けておる。そういう種類

であります｡そういふ諜紘所有者も租當参るのであります。
こういう部類に脇する人達ほ、一方の主たる事業の經穰が
うまくいっておるならば蔵どんどん山称Iこ投賛ができるわ

けでありますが、しかし今日の謹濟献態におきまして、そ

ういうどんどん餘力のあるような事業家が、中食少いので

はないかと私は思うのでありますbさらに考えなければな

らぬことは、この部類に膳する人達は、山林に投黄す-る費

本に對してもいかに有利であるかというようなことを、ほ

かの事業の利廻りと儲に比較#-ることによって投資をして

おる人達でありますから剛この人達に對しては山林がいか

に有利であ馬かという結果を知らずなり、あるいはそうい

う結果がなけれI鷲投費をしない人達、これはあとで申L櫛
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となると、多くの人は手入鮭遼怠るという結果になるので

はないか、現に私は方詩歩いて見て、手入れ保育の行われ

ないたあにかなり惨めな森林になっておる遥柱地を方凌に

見麓けるのでございます。私の恐れるところは、折角補助

金によって新箙された瞳林地が手入れ不足のために立派な

用材の産出できないよう厳森林になってしまって、統計の

上では立派に新穂ができて、鐙林面鎖が増え．〔おっても、

質際に行って見ますと、手入れの悪いため腱利用償値から

いって極めて利用侠値の少い森林になってしまって、折角

國民が補助したその鐙林補助費力職り効果を發揮しない、

こういうようなことになることを私侭この際非常に心配し

ておるのであります~Oこれに對しても我ブとは､･わゆる受入

れ態勢の一つとして、この方面に封しても大きな努力が郷

われなければならぬと思うのでありまう~.b

一m國有林の見返資金剛有純は見返り資金によって造林

は今年から比緯勺多く出来るということを伺っておりまし

て、大鍵膳しいことである、脚本の森赫の大株主が篭林を

せられることがら申しましたら非徽に嬉しいことである

が、これ庭對してさらにその保育費ほどうなるかというよ

うなことに封しても、無論営局の方は努力をしておられる

と思うのでありますが、しかしそれに對してもある政治力

を持たないことにほそれを動かすことができないのであり

まして、もしもこういう禽力;、あるいば政治的腱動く會酋

ないかも知れないが、曾としてそういうことに臓援する魁

それは単に國有林の手入れ保育費ばかりでない、民有鉢と

いう意味に對しても、言換えれば縁化連動の、そういう内
容を鯵つた緑化通勤にすべきではないかと思うの毛ありま

すも

一、國有林の山林復興｣ﾗに蕊ける存在理由さて以上申し
上げ堂したことは、綴化運動)こ對する受入れ態勢の問題を

申し上げたDでありますが、さらに進んで興赫復興と、､う

重大な問題を前にして考え震ずときに心國有林の持つべき

役割の極めて犬であるとい5こと力坂省されなければなら

ぬと思うのであります。國有林は御承知の通り我画の全森

林}こ對して面穣においては三分の一、蓄積においては約二

分の一といわｵLておるのであり寮すむ利用可能という鮎か
らいったらもう少し少いかと思いますが、とに角統計の上

から申しますと蓄蔵が約二分の一といおれております｡非

常に大きな山林所有者といわなければならん。従って山林

復興の速度に對しまして重大なる影響を持つものであると
いわなけiu篭ならん，かつこれに加うるに，さらに園有林

ほ最高の林業技術を多數集めておるのでありまLまて、民間

林業においては足許にも及ばないのでありまず。従って國

有林は最も進歩した林業技術、林業經誉が行われておるべ

きところである｡ひいてはその地方の民有穂の模範となり、

ここにおいて総(上達動の方法も再撤する必要があるので

はないか、一般費本家に對して林鶏ま有利であることを理

解せしめるためには、多くの裏付力泌要である。それは現

在の所得税とか、あるいは地方溌並びに相綴穐というもの

をいかに改正するかという､そういう裏付であります。この

裏付ができて初めて造林運動は軌道に上るわけであ為‘が

さらに重要なことは假にこれらの雛が是正せられまして、

林業の有利1蝿棚かとなったとし､たしましても、林業のよ

うな資本の回鱒の拳そい事業に鱈きましては、今日投資し

た賛聡の回收せられるのは、4,50年先のことでありま柔

その間無收入で、しかも年盈造赫を鍵溌してゆかなければ

ならず、叉新植したもののあとの手入れは、いわば等差級

駿的にある年度の間増加してゆく、しかもるの間一女の收

入もない.こういう事業に對して4，50年の間費本を固定

し得るような、そういう資本厨有耆が今日そうざらにある

ものでありま|-ようか、今日だけではない戦前においても

そういう意味におきまし這我勘こ鶉いて純悴に迩林から始

めた踏林曾砒とい5もの錘一つも存窪しなかった。私の知

っておる限りはその會斌が二つあったようでありますが、

しかしこれは大きな財閥腱依存しておったので、表面上は

猫立の遊休曾牡であります翻れども、丙部的には大きな財

閥に喰いついた曾吐であった。本常に造林からやってゆこ

うというような遥林曾祗が今まで一つも成立ったことを開

かなかったということは､言い換えればそういうことに投

蚕することが中友資本に餘裕のある時代においてすら難し

かったのでないかとし､うことを物語るものでないかと思い

ます。そうなりますと、結局はそういう人を動かすにして

も低利な遥林養金の長期貸付ということが行われなければ
第1類の人も、第2類の人も動かすことはできない。こう

いう結論に達するのではないか、と私は考えるのでありま

す。これが今日我國の塗抹を阻害じている最も大きな障害

であるといっていいと思います。從って綱と運動をして溌

際の効果を收めしめるためりこは、この意味の裏付に向って

全努力が郷オブれなければならぬと信ずるのでありますb

一、遥林揃助金は保育にも是ｦ脳要勿論今日におきまし

ては民臘雛林に對してあ.ろ程壌の補助金が交付されてお

患。これは犬鍵ありがたいことで、これほこの方面の衝に

常っておられる庁盈に對しては大いに敬意を表し、感謝を

しなければならぬことでごさい篭すが、しかしこれは御承

知の通り初竿度の造林譜に對するものでありまして、遥林

面穣が増えるに従って手入れ保育費は等差級数的に婿加し

てゆくが、これに對しては補助金力窺窪においてはない形

である。人間というもの憾妙なもので、補助金力鈴るとい
5とある程度初年度の造林はやるのでありますが、そ奴だ

けで維ってしまって、あとの手入れに對する補助金がない
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指導的立場に立つべきであると思うのであります。

私は近ごろ、民有林を極めて僅かですけれども、1，2度

歩いて見てつくづく感じたのであり蓑すが、國有林力鐙高

の茂砺を持っておるのであり霞すから、その地方の民有林

の模範となる、という意味において國有林があるぺきだと

思っておりますb國有林の使命の一つもそこにあると思う

のであります。言蕊を換えて言い霞すれば、こういう鐙林

方法、かくの如き經瞥方法をとればかくの如き收入が得ら

れるということを現資に示すことができて初めて一般民有

林業の模範となり、ひいては林業辰興の具篭的促進運動と

なるのではないかと思うのであります。どういう樹種を植

えたらいいか國有林に聞いたら分るというようなことにな

るぺきである。そういう意味においても國有林の存在の理
由が烏--つあると思うのであり童す。

一徹國有林經瞥の猛省を促すこう考えますと、國有林の

經瞥はさらに重大な使命を持つこととなるのであって、こ

の際私ばこの重大なる使命に鑑みまして自己の經誉方法に

對して鋭い反省が加えらるべきであると思うのでありま

す。と申し崖しても、私は決して從來國有林の經誉が無反
省である、放縦に行われて来たというのでは決してありま
せん。十分反借はあったと思うのであり輩すが、さらに慾

を申し上げるわけでありまして、さらにこの際、この磯癖
に反省をさらに深めて頂きたいということを申し上げるの

でありま灸私の僅かぽかりの見學したことによって剣蔵
して見堂しても、國有林には立涯な技術者が澤山おられる

ので、この人達に-‐だ常って御意見を伺い章すれば、極め

て立汲な御意見を持っておられ、さらに技術に對しても極
めて優秀な御計鐙なり､御意見なりは持っておられるので、
私は非瀞に敬服に堪えないところでありますが、しかるに

賛際に行われた現蛮を見ますと、決してこの御蔵見なり、
抱負なりに對して資行が比例しておるとはちょっと申され
ないようなことになっておるのであります。從って私の申

し上げたいことは、國有林には技術者をして眞に技術を現
わすことのできないような何か大きな障害があるのではな

いか、そういうことを感ずるのでありぎして、私が反省し

て見る必要があると申しましたことも、そういう面を併せ

て申し上げておる次第であります。

一、古人と今人の感念と技術，日林協の任務絵談であっ

て甚だ恐縮でありますが、去年の北海蓮の大曾のときにも

ちょっと冗談のように申し上げましたけれども、よく閉か

れるものでありますが、菅野中蕪山だとか熊澤蕃山が組ん

だ礎は今にいたるまで崩れないが、最近に組んだ礎はすぐ・

に崩れるが、技術において昔よりは現在の技術が劣ってお

るのではないかというようなことを開か恥て、私はそのと

きにいつも申し上げるのでありますが、技術は決して昔に

劣っていない。ただ昔は自分の組んだ薦垣が崩れたら腹を

切る。自分の名譽に關苛ることであ患という、そういう意

味で組んだ石垣と、どうしたら溌算丙でで常るかという意

味で組んだ石垣と同じことであるはずはないというような

ことを申したのであります。技術乃溌は決して劣ってはお

らないと思うのであり震すが、鐵術を働かすことに對して

十分に働かせない、ここに我盈は考え直すことが必要でな

いか、そういうことこそこの曾が働くべきではないか、言

い換えれば良心的なことをやる技術渚がたまたま退けられ

るようなことでもありとすｵLぱ､技術者同志が大いにカバ

ーしてゆくと同時に、痩則の上からは決して悪いことでは

ないが、非良心的な仕事をするというものに濁しては我燕

の仲間のうちで自律的に見てゆくというようなことがある

のでなければ、決して技術は進歩しないのである。

寮た話が飛んで恐縮でﾂ秘§、日本の輸出品が非常に粗悪

だというようなことは昔からいわれることであるけれど

も、これは日本の技術者が下手だということもあるかも知

れないが、それ以外に技術看を使うところの趣螢者がいか

にして經壷力竣く上るかということにのふ恵念して、競争
をしようということだけしか考えておら厳いので、技術者
はこんなことをしたら直ぐに壊れるということが分ってお

っても、そういう黙で制肘されるということのために粗悪

品ができるということも多分にあるのではないか。私ども

はお互いに自覺してゆくということがこうし､う會の一つの

任務であるのではないかとも考えるのであり寵すも

一、前大戦後のF･『ツの林業と日本*燦大鍵長くなりま

したが、私は1”1年の末から23年の末頃までドイツに

おったのでありますが、このときに感じましたことは、彼

の地の林業に癖ﾌる人達、とくにいわゆる森林官と解せら
･れる人達が、彼等の預る森林を少しでも良くすることによ

って、戦零で破蕊された經濟的な窮乏を少しでも、救濟に

貢献したいという意欲に燃えてお瀦・その熱心さに私は打
たれたのであります。若い人達はあるいはお氣づきがない

かも知れないが、私のような古い林學の諦義なり、教育を
受けたものにとっては非常に明かに認識されることであり

童すが、森林なり、あるいば造林なりの見方、學設におき

重しでは大きく申しまして1920年頃を境としてドイツの

鉢肇は大なる鍵化と大なる進歩をなしてお･るのであり議

す｡錘林學の如きほ殆ど新しく改められたといってもいい

のであります。鑓林學なり、縄浬學の新しい離誘ば殆ど大

部分1920年を境にして、それ以後にできておるのであり
ます。一例をとって申し表しても、その桧時日本､Gも･喧ま

しかったいわゆる恒績林思想にいたしましても、あるいは

箙生についての著書にいたしましても，殆ど大部分が1920

年以後であり堂す。霧淋を一つの臓吻杜會と見るとか、右
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機的な結合をしておるもの淀あるとかいうようなことは今

日では林學者の常識jこなって鮨りまして、こんなことを今

さら態為申し上げると物笑いになるくい､に淵熱になって

おりますが、1920年以前の林學の著書にはそういうことは

殆どなかったのであります。勿論そういう思想自侭がなか

ったというわけではないと思うのでありますが、それがは

っきり林學者の認識に上って、それがエキスアリストにな

ったということは20年以後のことであります。物はなる

ときになるに非ずというようなことであって、必ずしも20

年後になって初めてできたわけでなくて、殆ど時を同じう

して談盈とそういう思想ができたということに對しては、

その前にすでにそういう思想があったということは確かで

ありますが、それ力認識に上り、ぼっきり現わｵしたという

ことには､それをなすものが本磯になされるようになった。

それに對しては一つの喫機がなくてはならぬわIF看ありま

す。その喫儀が私の考えるところによりますと、先ほど申

しました戦後ドイツ並に中央亘－ロツパの林學者が、自分

達の預かる森林をより良くすることによって祀國の經濟國

難に少しでも貢献したいという熱意がこれの喫機になつ犬

のではないかと私は思うのであります。

こういう工合に考え議すときに、我國は御承知の通りこ

の經濟的に大きな國難に滋遇して奉るのであり、さらに森

林の大き潅荒震を眼の前にしておるのでありますから、我

糞林學者はこれ逹撰鰻として再β罐しなければならん。い
わゆるドイツにおいてそういう運動が起きたと同じ意味に

おいて、こ上に新しい日本に即した新しい林皐が起らなけ

ればならぬと思うのであります。

我國におきましては先に、前の大戦の以後I逼林學者並び

に林學の技術に携わっておる方が多数留學せられまLて、

その人達が向うの熱心な氣風並び‘こ向うの學説に刺戦さ紅

まして、そうして歸って来て、日本にも斯業の革新をしな

ければならぬという運動が起きたのでありまして、その職

時弘も蜜は引っぱり出されて斯業革新の問題の討論曾があ

ったことを詑憶しており葦すが溝そういう鰐が一時起って、

さらに國有林庭おきましてはこれを契機といたしまして、

澤伐作業並びに天然更新というようなことの事業に大きな

愛換を來したのでありますが、果して現在、その常時行わ

れました鐸伐作業の跡地並びに天然更新をやりました跡地

がどりなっておりましょうか、これば皆さんがすでに御承

知のことでございます｡勿論割まこう申し上げても、その

間に昭和の初めにやった鐸伐作業と今日の炊態との間には

戦争というものが挟まっておるたあにその事業力蝿風され

ておる。そういうことを私は見逃してこういうことを申し

上げているわけではない。これはさつきから理解しておる

のでありますが、それを割引して見ましても、一磯どうい

う)状態かというようなことは皆さんがすでに御承知のこと

と思うの遁あります。これは結局まだ熟さないうちに入っ

て来た､言い換えればﾀI､形的だけを嘩倣して直課したとい

うことであって、眞に向うの澤伏なり．あるいば天然更新

なりの意味力噛際に認識できずに、外形だけを行ったとい

う結果ではないかと私は思うのであり議す、

我國におけるこれらの方法もすでに二十五年の長い歴史

を、言ひ換えれば經繊を積んでおるのでありま一説もう今

はまさに内から燃え上った力によって眞に新しい斯業に向

って温發j－ぺく堂でに機は熟しておるのではないかと思う

のであります。これに黙火するかしないかというだけで、

その鮎火を妨げて誇るものは何かというようなことは、私

が申します反省すべきとき種はないかと思うの雫あり寮

す。

一、線瞳瞳勤を内部へ大謹長くなって恐縮であります

が篭そういう意味におきまして結論を申しますと、炭汎な
造林未齊の山は昔非常に線であった。それが赤肌の山にな

ってしまった。それがまた非常な蕨い面稜である。こうい

うものに對して我滝は大いに緑｛朧E動を盛んにして、これ

の維化篭刷らなければならぬと思うのであります。それは

言い換えれば、内部に向噌って外部の力の援助を得なければ

ならん，これは無論根本的に必要なことと墨5のであり蓑
すが、更に内に省みて、宣隊する側、内部的緑化運動とい

うものがこの際考えらるべきではないかということを申し

上げて、私の講演を経りたいと思い議す。

（拍手）
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定償60圓（逢料共）

本譜は明治43年以来公有林野の整理及

入倉椛の整理に關I苦心研究の結論で
あって今回之を論文とし名響ああ學位
を授典せられた
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關西支部総會繍難鴛欝繍餓鴎駕蹴麓腎鱸覇篭
授､難I丙各府縣林務課長､瞥林鶚長勤その他會員合計約200名蹄席して臓犬に鶏行された。

開鱒の辞に次いで掻川“畷挨拶〈松原専務理事代澗)、島本支部長の挨拶の後、白井委員から業務並に曾計報告を行い
選器の結果、京大沼田教授議長に就任して議事に入った。

（1）支部細則改正、（2）役員の捕充、（3）林柴按購振興笑議、（4）その他を上程、その間活溌な意見の交換が行

はれ極めて盛況裡に維始した。

午後は、折柄來洛中の前林野畷長官三浦辰雄氏の挨拶と、佐藤彌太郎博士｢緑化促進について｣､大毎繍集主任高儲信三氏

「枇界情勢と日本｣の講演を聴いて午後5時鯛曾の－日を意議深く綴った。

日本祢業技術協會關西支部細則（昭和25年5月17日改正）

ー

第一章構成及び事務局

第一條本支部は石川、頑炸、滋賀、京都､三重､和敬山、
奈良、大阪、兵庫、鳥取、島根、岡叫鹿島、山口の各
府縣(戯下關西地方という）の日本林業撰術協會(以下
本部という〕の會員及び特別會員を以て組織する。

第二條本支部は職域及び地域によって分會を設ける。
第三條本部に對する入曾及び退曾申出は、なるべく分勲

及び支部を邇じて行うものとずる･

第四滕本支部は大阪市内にその事務局を塞ぐ。

第二章事業

第五條本支部は本部の目的を達成するために、左の事業
を行う。

一、關西地方分携箪位として木部の事業を推進し錐にこ
れに協力すること”

二､本部の凰的に合致する地方的事業の企霊及び賀池臘
ぴに本部への勧告。

三、分會及び所闘曾員の異動鯛査翰

四、本部及び分會との蓮織

第三軍役員及び顧萄

第六條本支部に、支部長1名委員若干積（丙5名以内を
幣任委員とする）をおく、

支部長は曾員の中から選出し、委員は支部長がこれを依
縦ﾘｰる。

第七I康支部長嫁支部を代表し、支部の會務を綱理する．
委員は､支部長を補佐し勧務を分掌する雪支部長事故あ
るときは､震め支部長が指命する、常任委員がこれを代
理する蓮

第八際役員の任期微、浦二ヶ年とする、但し重任を妨げ
ない。

補飲者の任期は魁前任者の鯛削を繼承する。
第九條本支部には顧問を礎くことが出來ろ。

願凋は、委員會の推薦によって支部長力識頼ずる・

願聞は､本支部の諮問に懸じ叉木支部の蓮誉について意
0 ■

見を述べるも

第四章曾躍 壷
第卜條本支部の會誤は左の二とする。

一、總倉 二、委員會

諾十一條總曾は、毎年一回支部長がこれを招襄する。支
部長は、委員會の決議に基いて、臨琴腱總會を招集する
ことが出來る。總會は、やむを得な､､場合は招集によら
ず脳雷面によ§って開催することが出來る｡

第十二條總會は次のことを決議する。
一、支部の溌算及び決算の承認動

二､支部規則の鍵更，

菫委員徹からの提出事項。
四、その他總愈が必要と認めた事項》

第十三際委員衝ほ、會務逢行上必要ある場合､麦部長が
随時これを招集ｻｰる’

第十四縢委員曾は、必要ある場合は、總曾の決議を經な
ければならない事項を虚理することが出来る。但しその
場合ほ次の總曾において承認を求めなければならない．

第五章分會
第十五條本支部の分曾は次の通りとする。

一酎府縣源分懲 二、學検分観
三、誉林局分會。 四､菅様署分曾。
五、その他特定の分蕊

地方事務所鐡闘曾員は、各關係府縣臆分曾に合流する
ものとする。曾就、個人、釜の他民間の曾員は、その
曾員の所在地、職場等を考慮し、前項の何れかあ分會
に合流するものとずる･この場合はその曾員と關係分
鋤輔議して所鬮を定める。

諸卜六條府縣鱈及學校分雪は、その分曾が話望する場合
は、支部の諒解を經て會費の梯込h雑誌の配布その他事
務上の坂扱に關しては本部に直叙することが出来る｡、

第十七條各分曾に分會長一名及び委員若干名をおく。
分曾長は、各分曾所闘曾員がこれ彫懇出し委員は分曹長
がこれを依頼する。

第十八際分曾役員の任期その他は、支部の規達に準ずる

第六章會計

第十九條本支部の經斐は、本部の交付金及びその他の牧
入を以てこれにあてる。

第二十條本支部の會計年度は毎年四月一日から翌年三月
三十一日までとする。
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決 議 鐘
目的並に現下の諸憎勢に鑑みて
向上とその浸透を岡るため政府溌算
を充資す~ることを要請すること

日本林業鐵膳協曾の
1．林業穆嘩技術の
の錨充と機雛施設

2・會員相互は緊密なる逵鑿をとり各共切騰環暦し林業I
技徳|Z振興を間ると共に林業界の政治力を擬充湿化す！
ることを期すると

右決議する ．

昭和25年5月27

献劉法人
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と

日

日本林業按施協曾關西支部総曾
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會務報告
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○本曾理事趣Ⅱ

各支部からの推薦に依って次の諸氏が本部理事に追加さ

れた。

東北支部推薦川田正夫氏（青森誉林局經誉部長）

重元殿氏（岩手縣林務部長）

旭川支部推薦石川健康氏（旭川誉林局經誉部長）

四國支部推駕・岡野宏氏（高知誉林局長）

立石專三氏(偲島縣林務部長）

○第2回理事會

7月13日午後1－5時於本會

出席音松川理事長、以下松原、中川、植杉、小倉、

吉田、河田、右田、黒岩、瀬川、飯島中津、

梅地、浦田、矢澤、池田、相澤の各理事19名

松川理事長挨拶の後次の各項について協議した

1．學術會議選翠對策

2．第3回懸徴論文募集に關する件

3．木曾30通年記念事業に關する件

4．其の他

○植杉総務理事鯉任

本會糒務理事誼杉哲夫氏琳野聴計謹諏は今般大阪誉

林局經醤部長に榮鰯8月24日赴任された

○學術會識選譜腱薦委員曾

木會糖務理事と林學會理事をもって瀧成する本委員會

は、8月2L日及9月2日の雨回に亘り開催し推薦侯補

者を一職次の通り内定した筒本件については各候浦者の

意向並に確定有權者等によって多少の鍵更を見るかも知

れない

全國腫推蒋嘆論者

吉田正男氏（東京大學。現會員）

西田吃二氏(九州大學）

長谷川孝三氏（林業試熟場長）

大政正隆氏（林業試敷場避林部長)‐

原田泰氏〔北方緋業會長､現曾員）
野村進行氏（名古屋醤林局長）

地方唾推薦候補者

關東地騒 藤林試氏（東大）

北海道地歴 中島砿吉氏｡(北大）

東北地腫柴田榮氏(秋田鞠*局長）

中部地腫矢澤認吉氏（岐阜大學教授）
九州地随佐藤敬二氏（九州大學教授）

一一

支郡動静
戸
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○東北支部の第1回總會は去る8月2日午後1時より青森

誉林局曾議室に於て来賓；會員約200名出席して盛大に

開催された。（詳細は次號で報告）

○關西支部役員は總曾に於て次の通り決定した（略敬稲）

支部長島本貞哉

常任委員藤野恭夫白井蝿蕊飯田忠一小和田宏

秘島良堆

委負井出千代一松田脳兆lニー郎淺井吉次

關澤成則田中秀夫安達瀧唯山本安秋

堀内勇作甲斐重憲

一

一

●

編集あとがき
一

○「原稿が集まりますか」とよく聞かれるのであるが幸に

して迩須その心配はほとんどない、各位の熱心な協力のお

陰で多くの寄稿も頂けるし､その内容も段蒸と本誌の意圃
に則したものが大部分を占める嫌になって來た。○そ狂に

しても最姪一般の勉掻熱が畷こ狂んになったことは殻もし

い限りである。本會の出版物の出方を見てもこの傾向がは

っきり伺はれろ｡○讃んで見て少しでも身につ語役に立つ

ことを目漂として本誌を在らしめたいと努めて居る。例へ

ぱ本號の各篇を見ても一鵬は眼を通して置かないと何かの

磯愈に後れを取るかも知れない嫌な記事ばかりだ｡と思う。

Oシヅーズや叢書も同じである。近く林業技術叢書とし

ては藤村氏加本森林資源の分析第2部｢産業織避と森林
資源」田中波慈女氏の「麹洲詐物に影島する地表室氣層の

氣候」同氏「森林の瑛境因子」、岡崎文彬氏の『照査法の
霞態』等を刊行の識定であり、叉技術シリーズも既刊の第
1職から第6號までが長らく品切れだったが再版の準術を

進めて居る、讃護の秋を迎へて熱心な各位の識曹熱に應え

度い。 （松原記）

一

懸躍耀墓蕊悪｜
｜全園各都道府縣の試驍問題が全部集録されて I

l 居ます。

ゞ下議賛中釧5，圃雫‘劇｜
ニーーーー己戸一一～＝－ － ｡ ＝ 一一一 一一一一一へ宏一~-戸 ー

昭和25年9月15日印刷 頒償40圓
昭和25年9月20日發行 （謹料共）

發行所 耐團法人日本林業技術協會
東京都千代田瞳永田町2丁目1番地
電話<57)9002番振替東京60448番

林業技術第106銃
〈改題第13號）

編篭發行人 松 原 茂

印刷人 水野義男

印刷所 三立印刷株式會吐 ！

日本出版協禽凌員番溌B214012s
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森林作業法 蕊溌中村資太郎箸鰯騨譜〔最新刊〕宮
『

森林作業法を分類し、その得失を詳細に像討して、作業法選澤の基準を與え、ドイツ

に於ける天然更新法發達の沿革を紹介し、天然林の本質を論じて、本邦天然生林の取扱

方法をそれぞれ例をあげて解読せるもので、施業の合理化に役立つ好著である。

農林地質學 蕊謹佐伯秀章署繍腎豐謡〔最新刊〕

・本書は農林學向きの地學である。織物篇､岩石篇､風化と土壌篇､地質と土壌篇､土壌堆

讃篇､土壌侵蝕篇､海洋地下水篇､渡験篇に分って農林學と地學を融合せしめ､更に應用の

方面に進ゑ,最後に顯徴鏡による岩石､鑛物の鑑定法を平易に記述した農林池質の最新雷。

森林保護學繍祭舗砂防造赫爆"門壜3藷特用樹種鰯鐸嬢

林木育種ギ蹴騨諭森耕土壌學織蕊繍農用赫概論鯛蕊蝋

貴賎育赫學腎獺零艤造赫學概論皆蛎蕊繍松喰塁防除精読鰄驫鴨

纐習鷺態朝倉書店蕊蕊聴震 １
１

－－

林業手帳
定慣120園(豫約特憤109圓）
逢料6園(10冊以上は逢料不要）

1951年版

昨年好評を･博した林業手帳は本年は更に ＝=豫約募集=＝
充賛した内容

斬新な意匠

堅牢な装頓

＠豫約申込金 1冊に付50到

申込と同時に御挑込願まず。

＠豫約申込期笥 10月末日迄

締切期日を經過した場合はお引受致し兼抵る場合｜
があります。

＠配本は]2月10日迄に完了する豫定です。

＠残金は現品御査牧俊直ちに御梯込頂きます。

＠成る可く各職城で希望者を澤山取り纏めて早目に

御申込下さい。

＠申込は振替(東京60448番）御利用,紅凝も簡便で’

確賞です。

三J一〆…一一〆一

戦日本林業技術協會
東京都千代田匡永田町二ノー

（振替口座東京60448番）

凶ⅡⅢ１１１１１１．３Ｈ１叩Ｕ

｜を以て皆様にお目見えすることになりました｡林 、
胴
唾
唾業家として一冊は持って居ないと一年間を邇じて

大きな損失となるでせう。

× × ×

今年乙そは是非申込漏れのないように…………

〔附録内容〕上質用紙を使って日誌･暦･祭休日表・

ヌモ・住所録の外に

統計表･一森林面俄・蓄積・伐採鐘・遥林・養苗・木
材・薪炭・被害・保安林・努務者・森林組
合・國立公潮・林業溌算・日本の國勢

案 丙一と罫林野關係官應･各府縣材謡磯構･試験機關・
躍校’醐燈。Gも瓦Q.機騨

林業技術一氣象・土壌・遥林・義苗・間伐・保護・肥
料・經誉・伐木・運材・利用・土木・防災

簡易・材菰表

其他一諸箪位・度量衡・郵便・米英略語蕊等
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